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２月２６日、サッカー女子・なでしこリーグ１部、
岡山湯郷ベルの選手らを招いた「勝山地区３園年
長児サッカー交流会」が勝山運動公園で開かれ、
園児たちが選手と一緒に競技を楽しみました。
（２７ページに関連記事）
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明

Maniwa ０２

　

高
校
生
を
含
む
大
勢
の
市
民
の
皆
さ
ん

の
参
加
を
い
た
だ
い
て
策
定
し
た
「
第
２

次
真
庭
市
総
合
計
画
」
や
「
真
庭
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
な
ど
の

計
画
に
基
づ
い
て
、
全
て
の
人
が
輝
く
「
真

庭
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
の
実
現
に
総
力
を

挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
地
域
の
先
輩
方
が
真
庭
の

誇
る
地
域
資
源
で
あ
る
木
材
を
活
用
す
る

取
り
組
み
を
進
め
て
来
た
こ
と
を
受
け
継

い
で
、
こ
れ
を
一
層
強
化
す
る
こ
と
に
努

め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
バ
イ
オ
マ
ス

す
べ
て
の
人
が
輝
く

「
真
庭
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」の
実
現
に
向
け
て

真
庭
市
が
進
め
て
い
こ
う
と
す
る

ま
ち
づ
く
り
は
？

　

平
成　

年
３
月
第
１
回
真
庭
市
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、

２８

太
田
昇
市
長
が
所
信
表
明
を
行
い
ま
し
た
。
市
政
の
基
本
姿
勢

や
平
成　

年
度
の
真
庭
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を
表
す
そ
の

２８

内
容
に
つ
い
て
、
太
田
市
長
に
聞
き
ま
し
た
。

産
業
都
市
認
定
や
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の

稼
働
な
ど
、
循
環
型
社
会
と
地
域
経
済
の

活
性
化
を
目
指
す
、
真
庭
市
な
ら
で
は
の

取
り
組
み
は
、
全
国
か
ら
高
い
評
価
と
注

目
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
真
庭
市
に
こ

の
よ
う
な
取
り
組
み
が
な
か
っ
た
ら
、
衰

退
し
て
い
く
一
農
山
村
の
ま
ま
で
あ
っ
た

だ
ろ
う
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
地
域
資

源
を
活
用
す
る
重
要
性
を
認
識
し
、
こ
の

強
み
を
推
進
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
活
性
化
を
図
る
基
本
戦
略
を

と
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
人
口
減
少
が
続
い
て
い
る
と

い
う
現
実
が
目
の
前
に
あ
り
ま
す
。
人
口

の
自
然
減
の
絶
対
数
を
縮
減
さ
せ
て
、
社

会
増
に
転
じ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

将
来
は
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
人
口
構
成
の

地
域
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
困
難
な

挑
戦
で
す
が
、
真
庭
市
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

を
描
き
、
出
生
数
と
転
入
数
を
増
や
し
て



今年はどんなまちづくりをするのかな？

具体的な内容を、ぼくが家族のみんなと

一緒に紹介するよ（次ページへ続く）

まにぞうファミリー
まにぞうは実は７人家族。お姉ちゃんと弟がいて、おじいちゃんとおば
あちゃん、お父さんとお母さんに見守られながら暮らしています。これ
からいろんな場所で登場します。

 ０３Maniwa

　

世
界
で
紛
争
や
テ
ロ
が
多
発
す
る
な
か

で
、
日
本
は
平
和
で
安
定
し
た
暮
ら
し
が

で
き
る
と
い
う
安
心
感
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
少
子
高
齢
化
や
東
京
一
極
集
中
と

い
っ
た
課
題
を
抱
え
、「
地
方
創
生
」
や

「
一
億
総
活
躍
社
会
」
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す

が
、
課
題
解
決
に
向
か
う
流
れ
は
大
き
な

う
ね
り
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
実
感
し

ま
す
。
農
山
村
の
一
自
治
体
に
過
ぎ
な
い

真
庭
市
で
す
が
、
大
き
な
課
題
に
立
ち
向

か
う
気
概
を
持
っ
て
、
ふ
る
さ
と
が
ず
っ

と
豊
か
で
発
展
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
歩
み
を
進
め
て
い

き
た
い
で
す
。

源
を
組
み
合
わ
せ
、
付
加
価
値
を
付
け
て

モ
ノ
と
カ
ネ
が
地
域
内
で
循
環
し
て
い
く

「
回
る
経
済
」
と
「
資
源
を
使
い
切
る
」
仕

組
み
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
こ
の
こ
と

に
重
点
を
置
い
た
「
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
作
成
し
、
政
策
を
展
開
し
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
分
野
で
は
行
政
が
主
役
に
は
な

れ
ま
せ
ん
。
農
林
団
体
、
商
工
団
体
を
は

じ
め
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
一
層
の
奮
起
を

お
願
い
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

重
点
分
野
の
政
策
推
進
の
基
盤
と
な
る

の
は
、
安
全
・
安
心
の
確
保
で
す
。
生
活

弱
者
対
策
や
防
災
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
・
長
寿
命
化
を
進
め
、
自
助
・
共
助
・

公
助
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
行
政
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
行
政
機
関
、
地
域
の
連
携

を
強
化
す
る
こ
と
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

真
庭
市
の
行
政
経
営
に
当
た
っ
て
は
、
主

体
性
を
持
ち
な
が
ら
、
国
や
県
の
力
を
大

い
に
活
用
し
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、

隣
接
す
る
市
町
村
、
美
作
圏
域
と
の
連
携

も
推
進
し
ま
す
が
、
岡
山
自
動
車
道
に
よ

り
そ
の
つ
な
が
り
が
強
く
な
っ
て
い
る
岡

山
市
を
中
心
と
す
る
「
連
携
中
枢
都
市
圏
」

に
参
加
し
、
旭
川
の
環
境
整
備
や
経
済
、

交
通
、
医
療
、
教
育
、
文
化
な
ど
の
分
野

で
連
携
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

い
く
こ
と
を
目
標
と
し
て
、
行
政
資
源
を

重
点
的
に
投
入
し
て
い
き
ま
す
。

　

自
治
体
は
市
民
の
し
あ
わ
せ
づ
く
り
を

応
援
す
る
条
件
整
備
会
社
で
あ
る
と
の
考

え
に
立
っ
て
行
政
経
営
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
１
つ
目
の
重
点
は
、
若
い
世
代
の
結

婚
・
出
産
・
子
育
て
と
教
育
で
す
。
こ
れ

ら
を
安
心
し
て
で
き
る
よ
う
に
、「
真
庭
子

ど
も
子
育
て
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
に
よ

り
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
住
民
の
参
画
に
よ
る
新
し
い

「
ま
に
わ
型
教
育
環
境
」
の
創
造
を
進
め
、

確
か
な
学
力
と
生
き
る
力
を
育
み
、
未
来

の
真
庭
を
担
う
人
材
を
育
て
て
い
き
た
い

で
す
。

　

２
つ
目
の
重
点
は
、
人
口
減
少
問
題
へ

の
対
応
と
地
域
活
性
化
、
つ
ま
り
、
真
庭

へ
の
新
し
い
「
ひ
と
」
の
流
れ
を
つ
く
る

こ
と
で
す
。
地
域
振
興
を
図
り
、
そ
の
地

域
や
人
が
い
き
い
き
と
生
活
す
る
姿
を
発

信
し
、
全
国
か
ら
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
と
定
住

を
促
進
す
る
総
合
戦
略
を
展
開
し
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
市
内
在
住
の
若
者
を
は
じ
め

市
民
が
住
み
続
け
た
い
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

３
つ
目
は
、
産
業
振
興
対
策
で
す
。
多

様
な
仕
事
を
つ
く
り
、
安
心
し
て
働
け
る

よ
う
に
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
地
域
資

平
成　

年
度
の
戦
略
の

２８

ポ
イ
ン
ト
を
教
え
て
く
だ
さ
い

重
点
分
野
と
と
も
に

取
り
組
む
べ
き
こ
と
は
？

市
民
の
皆
さ 
ん 
へ



所
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　介護保険料が安く維持できていたり、国民健

康保険の会計が黒字になったりと、真庭は医療・

福祉関係の皆さんの取り組みがしっかり実を結

んでいるの。健診データなどの情報を活用する

「データヘルス計画」を作る取り組みも始まるん

ですよ。私たちも安心、長生きできそうだねえ。

医療・福祉 まにぞうばあば

・「データヘルス計画」の策定
・生活習慣病の重症化予防
・健診異常値放置者・重複受診者などへの保健指導
・高齢者支援の充実
・障害者差別解消のための研修・啓発の充実  など

　学力アップや本に親しむまちづくり、本物の

芸術に触れる取り組みをするんだ。平成 30 年

４月に開校を目指している、北房の小学校とこ

ども園が一体になった施設は「100 年後も輝く

学び舎と地域」がコンセプトだって。何だか楽

しみだね。ぼくも行ってみたいな。

ップや本に親しむまちづくり、プや本力アップや

に触れる取り組みをするんだ。平成に触れ

に開校を目指している 北房の小学

教育・文化ままにぼう

・北房統合小学校・こども園整備
・小３～中３までの切れ目のない学力調査実施
・放課後児童クラブの増設
・中央図書館整備（基本・実施設計、蔵書整備）
・芸術アウトリーチ事業　　　　　　　　など

　妊娠から出産・子育てまで切れ目のない支援

をするための「真庭市子育て世代包括支援セン

ター」の設置をはじめ、産みたい人の希望や不

安、お母さんの悩みに寄り添った取り組みがス

タートするの。『子どもを産むなら真庭市で』

そんなまちになるといいわね。

ぞうママ

・産後ショートステイ事業
・産前産後サポート事業
・３歳未満の第３子以降の保育料無料化（９月～）
・真庭市子育て世代包括支援センター設置
・里山まにわからの贈りもの事業　　など

　妊娠から出産・子育てまで切れ目れ目切れ目のれ切れ

をするための「真庭市子育て世代包括括

タ の設置をはじめ 産みたい人の

まにぞ結婚・出産・子育て

平
成　

年
度
市
政
方
針

28

に

の
実
現
に

イ
フ
ス
タ
イ
ル
」の

「「「「「「「「「「
真真真真真真真真
庭庭
ララ
イイ

に

向向向向向向向向向向向向向
けけけけ
たた
７７７

施
策

つ
の
柱
と
重
点
施

平平平平平
成成成成
2288

の
市
政
方
針
は

年
度
年
度
のの

7

め
ら
れ
て

ま
と
め
ら

つ
の
分
野
に
ま

め
ら

す
。

と
に
主
な
施
策
を
紹
介
し
ま
す

い
ま
い
ま
い
ま
いいい
ま
い
ま
す
。
すす
。分
野
分
野
ご
と
ご

Ｍaniwa ０４



　市役所が、行政全般を経営するという意識を

持って業務をするために「理事者会議」を設置

するんだ。適正な財産管理や財政運営、公務能

率の一層の向上を図らないといけないからね。

それと、マイナンバーを安全に運用するために、

情報セキュリティ対策の強化も進めていくんだ。

まにぞう

・公共施設等総合管理計画の策定
・廃校等の利活用検討
・健全財政の維持と効率的な財政運営
・理事者会議の設置
・マイナンバーの安全で円滑な運用　　など

　誰もが暮らしやすい真庭を目指して、便利で安

全な都市づくりを進めていくんじゃ。そのための

基本的な計画となる「真庭市都市計画マスター

プラン」を改定。防災対策を強化したり、公共

交通をより便利にしたりと、わしらも暮らしや

すい真庭になってくれることを願っておるぞ。

まにぞう

・真庭市都市計画マスタープランの改定
・防災マップ等の配付、防災士養成研修会の実施
・落合橋の修繕工事
・４車線化に向けた岡山自動車道等利用促進
・浄水場と配水池建設（落合地区）　　　など

　地域資源がいっぱいある真庭ならではの取り組

みが盛りだくさん。大阪府高槻市の「真庭市場」は、

情報発信拠点としても機能させていくの。地域

産物の海外展開もあるから、真庭がどんどん発

信されて、観光振興にもつながるはず。女性の

起業支援にも力を入れていくのは私も嬉しいわ。

産業振興 まにネエ

・首都圏での真庭来農スクールの開催
・持続可能な森林経営計画の策定
・関係機関と連携した起業支援、女性の起業支援
・地域産物などの海外展開
・バイオ液肥の地域農業利用　　など

　2020年には人口の社会減をゼロにすることを目

標に、いろんな事業に取り組んでいくよ。各地で

すでに進んでいる地域資源を生かしたプロジェク

ト、里山真庭で生き方を学ぶ「真庭なりわい塾」

など、地域の魅力を磨くことで地域も元気になっ

て、外から人が来てくれるまちを目指そう！

・地域振興事業の推進
・シティプロモーション事業の推進
・交流定住センターの機能強化
・人材育成塾「真庭なりわい塾」の開講
・空き家片づけ補助金などの創設　　　　など

2020年00 には人口の社会減をゼロにすることをにロにすることをロにロに

標に、いろんな事業に取り組んでいくよ。各地くよ 各

すでに進んでいる地域資源を生かしたプロジ

まにぞまにぞうう

交流定住・地域振興

暮らしやすい真庭を目指して、便利で安しが暮ら

市づくりを進めていくんじゃ。そのための市づ

な計画となる「真庭市都市計画マスタ

う

らしやすい真庭を目指して 便利しやが暮らし

うじいじ

が、行政全般を経営するという意識を行所が、

業務をするために「理事者会議」を設置業務

だ 適正な財産管理や財政運営 公務能

う

を行政全般を経営するという意識を行政所が 行

うパパ

社会基盤の整備
安全な暮らしを守る

経営すること
「ひと」とともに「まち」の将来を考え

 ０５Ｍaniwa



Maniwa ０６

以
内
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
助
成
内
容

医
療
保
険
対
象
外
の
不
妊
治
療

■
助
成
額　

年
度
内　

万
円
ま
で

２０

■
申
請
の
際
に
必
要
な
書
類

①
真
庭
市
不
妊
治
療
支
援
事
業
助
成
金
申

請
書
兼
請
求
書

②
真
庭
市
不
妊
治
療
支
援
事
業
受
診
証
明

書
ま
た
は
岡
山
県
不
妊
治
療
支
援
事
業
受

診
証
明
書
の
写
し

③
発
行
後
３
カ
月
以
内
の
戸
籍
抄
本

④
治
療
を
受
け
た
人
の
住
民
票
の
写
し

⑤
治
療
に
係
る
領
収
書
の
写
し

⑥
岡
山
県
不
妊
治
療
支
援
事
業
承
認
決
定

通
知
書
の
写
し
（
県
助
成
対
象
者
の
み
）

不
育
治
療
支
援
事
業

　

妊
娠
し
て
も
流
産
や
死
産
、
生
れ
て
す

ぐ
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
繰
り
返

し
、
子
ど
も
を
授
か
る
こ
と
が
で
き
な
い

不
妊
治
療
支
援
事
業

　

不
妊
症
の
た
め
、
子
ど
も
を
授
か
る
こ

と
が
で
き
な
い
夫
婦
が
、
医
療
保
険
対
象

外
の
不
妊
治
療
を
受
け
た
場
合
、
治
療
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。（
２
人
目
以
降
に

も
助
成
）

■
対
象　

次
の
条
件
す
べ
て
を
満
た
す
人

①
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
夫
婦

②
申
請
日
に
真
庭
市
民
で
あ
り
、
１
年
以

上
真
庭
市
に
住
む
予
定
の
人

③
岡
山
県
が
指
定
す
る
医
療
機
関
で
不
妊

症
と
診
断
さ
れ
、
そ
の
治
療
を
受
け
た
人

※
県
外
で
の
治
療
の
場
合
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
県
の
助
成
事
業
と
併
用
可
能
で
す
。

※
妊
娠
判
定
日
（
妊
娠
の
有
無
は
問
わ
な

い
）
ま
た
は
医
師
の
判
断
に
よ
り
や
む
を

得
ず
治
療
を
中
止
し
た
日
か
ら
、
６
カ
月

〜
産
み
育
て
や
す
い
ま
ち
を
目
指
し
て

〜
産
み
育
て
や
す
い
ま
ち
を
目
指
し
て
〜〜

不
妊
・
不
育
治
療
支
援
事
業
を
拡
大
し
ま

不
妊
・
不
育
治
療
支
援
事
業
を
拡
大
し
ま
すす

新
し
い
命
の
誕
生
を
応
援
し
ま
す

　

真
庭
市
で
は
、子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
ま
ち
を
目
指
し
て
、医
療
保
険
対
象
外

の
不
妊
・
不
育
治
療
を
受
け
た
場
合
、治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。平
成　

年
２８

度
か
ら
助
成
額
の
増
額
や
対
象
の
緩
和
な
ど
を
行
い
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 
　

健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課

℡（
７
４
２
）１
０
５
０

 

（
７
４
２
）１
３
８
８
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回
の
治
療
期
間
が
終
了
し
た
後
の
申
請
と

な
り
ま
す
。

※
治
療
終
了
後
、
６
カ
月
以
内
に
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
の
際
に
必
要
な
書
類

①
真
庭
市
不
育
治
療
支
援
事
業
助
成
金
交

付
申
請
書
兼
請
求
書

②
不
育
治
療
医
師
証
明
書

③
不
育
治
療
医
療
機
関
証
明
書

※
日
本
生
殖
医
学
会
が
認
定
し
た
生
殖
医

療
専
門
医
以
外
に
お
い
て
も
治
療
を
し
た

場
合
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

④
発
行
後
３
カ
月
以
内
の
戸
籍
抄
本

⑤
治
療
を
受
け
た
人
の
住
民
票
の
写
し

⑥
不
育
治
療
に
係
る
領
収
書
の
写
し

夫
婦
が
、
医
療
保
険
対
象
外
の
不
育
治
療

を
受
け
た
場
合
、
治
療
費
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。（
２
人
目
以
降
に
も
助
成
）

■
対
象　

次
の
条
件
す
べ
て
を
満
た
す
人

①
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
お
り
、
妻
が
申

請
日
に
真
庭
市
民
で
あ
り
、
１
年
以
上
真

庭
市
に
住
む
予
定
の
人

②
日
本
生
殖
医
学
会
が
認
定
し
た
生
殖
医

療
専
門
医
で
不
育
症
と
診
断
さ
れ
、
そ
の

治
療
を
受
け
た
人

■
助
成
内
容

医
療
保
険
対
象
外
の
不
育
治
療

■
助
成
額　

年
度
内
に　

万
円
ま
で

３０

※
治
療
が
２
年
度
に
わ
た
る
場
合
は
、
１

　妊娠・出産・育児と、ママの心と身

体にはさまざまな変化が訪れます。目

には見えにくい心の健康にも目を向

けましょう。ママ自身を大切にするこ

とが赤ちゃんの健やかな成長につな

がります。

【心を軽くするために】

①家族や相談相手など話を聞いてく

れる人を見つけましょう。

②時間や気持ちに余裕のある産前か

ら、産後の生活をイメージしておきま

しょう。

③真庭市には、さまざまな育児支援サ

ービスがあります。積極的に相談、活

用しましょう。

＜相談窓口＞

健康推進課、子育て支援課、各振興局

〜産後 う つの予防に〜

　妊娠中は、口の中の環境も変化しやすくなり、むし歯

や歯周病などのトラブルも起こしやすい時期です。妊娠

中からのデンタルケアが産後の赤ちゃんへのむし歯菌

感染のリスクを減らすとも言われています。妊婦さん自

身の健康と、生まれてくる赤ちゃんの健康のためにも、

ぜひ妊婦歯科健診を受診しましょう。

   健康福祉部健康推進課　℡７-４２-１０５０（ＦＡＸ１３８８）
■対象者　真庭市に住所のある妊婦

■実施期間　

　平成２８年４月１日〜平成２９年２月２８日
■受診方法　妊婦自身で歯科医院に予約を取り、受診し

てください。

実施歯科医院　真庭市内および新庄村の歯科医院

■持参物　母子健康手帳・保険証・妊婦歯科健康診査受

診票（受診票は母子健康手帳交付時にお渡しします。

受診票をお持ちでない人は、医療機関に備え付けの受

診票を使用してください。）

※料金は無料です。ただし、健診の結果、要治療と判断

された場合、受診者が同意した上での歯科治療は自己

負担になります。

※４月１日以前に母子健康手帳の交付を受けた妊婦も
対象となります。

※体調の良い時期に早めに受診しましょう。治療につい

ては、歯科医師とご相談ください。

赤ちゃんと ご 自身のために
歯科健診を受診しましょう

子 ど もの急な病気で不安なときは

小児救急電話相談

または

℡ ０８６－２５１－６６０８
※平成２８年３月１７日から番号が変わりました

♯ ８ ００ ０

あわてないで！

相談時間

平日
１９：００〜８：００
土日祝

１８：００〜８：００

  夜間の
急な子ど

もの病気
…

ど…どう
しよう!

!

携帯電話などから

I P 電話から
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真庭なりわい塾現地見学真庭なりわい塾現地見学会会

フィールドを見学し意欲高めフィールドを見学し意欲高めるる

落
合
総
合
セ
ン
タ
ー
見
学
会

地
域
活
動
の
新
し
い
拠
点
完
成

多くの人が訪れた見学会

　

３
月
６
日
、
平
成　

年
４
月
か
ら
落
合

２６

公
民
館
跡
地
に
整
備
し
て
い
た
落
合
総
合

セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、
市
民
を
対
象
に
見

学
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
近
隣
住
民
ら
約

８
０
０
人
が
訪
れ
、
ス
テ
ー
ジ
の
あ
る
多

目
的
室
、３
万
冊
を
収
容
可
能
な
図
書
館
、

新
設
さ
れ
た
保
健
セ
ン
タ
ー
、
会
議
室
な

ど
を
自
由
に
見
学
し
ま
し
た
。
こ
の
施
設

は
、
真
庭
産
の
ヒ
ノ
キ
材
な
ど
が
ふ
ん
だ

ん
に
使
わ
れ
て
お
り
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
、

屋
内
に
漂
う
木
の
香
り
も
満
喫
し
て
い
ま

し
た
。

新入団員代表宣誓をする佐々木宏修さん

真
庭
市
消
防
団
初
出
式

地
域
防
災
へ
の
決
意
新
た
に

　

３
月　

日
、
真
庭
市
消
防
初
出
式
が
白

１３

梅
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
消

防
職
員
や
消
防
団
員
ら
約
千
人
が
出
席
。

式
で
は
、
今
年
新
た
に
消
防
団
に
入
団
し

た
団
員
へ
の
辞
令
交
付
や
、
団
長
に
よ
る

訓
辞
な
ど
が
行
わ
れ
、
地
域
防
災
へ
の
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
長
年
に

わ
た
っ
て
消
防
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
団

員
ら
の
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
出
席
者

は
、
自
分
た
ち
の
地
域
や
市
民
の
安
全
な

暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
防
災
・
防
火
に
対

す
る
士
気
を
高
め
ま
し
た
。

　

中
和
地
区
で
始
ま
る
人
材
育
成
塾
「
真
庭
な
り
わ
い
塾
」

の
現
地
見
学
会
が
３
月　

日
に
開
催
さ
れ
、
関
西
圏
を
中

２１

心
に　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
薪
の
集
積
場
や

３３

中
和
小
学
校
、
一
の
茅
集
落
な
ど
を
見
学
。
地
元
の
皆
さ

ん
や
児
童
、
先
輩
移
住
者
と
も
交
流
を
深
め
、
フ
ィ
ー
ル

ド
と
な
る
中
和
の
自
然
・
人
の
温
か
さ
を
実
際
に
見
て
・

触
れ
合
っ
て
感
じ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
都
市
に
は
な
い

豊
か
な
資
源
が
農
山
村
に
は
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
真
庭
な

り
わ
い
塾
は
５
月　

日
の
ス
タ
ー
ト
を
目
指
し
て
、
４
月

２１

　

日
ま
で
塾
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

２０

集積場で薪を使った地域循環の取り組みの説明を聞く参加者ら

写真上：蒜山耕藝「くど」での意見交換会
写真左：参加者を出迎える中和小学校の
児童



株
式
会
社
オ
ー
ル
真
庭
発
起
人
会

民
間
の
力
で
さ
ら
に
飛
躍

設立時代表取締役としてあいさつする牧一穂さん

　

３
月　

日
、
株
式
会
社
オ
ー
ル
真
庭
発

１６

起
人
会
が
市
役
所
本
庁
舎
で
開
か
れ
ま
し

た
。
こ
の
会
社
は
、
大
阪
府
高
槻
市
に
あ

る
「
真
庭
市
場
」
で
の
事
業
を
行
う
こ
と

を
目
的
に
、
真
庭
環
境
衛
生
管
理
株
式
会

社
、
真
庭
市
、
株
式
会
社
グ
リ
ー
ン
ピ
ア

蒜
山
、
有
限
会
社
醍
醐
の
里
、
株
式
会
社

蒜
山
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ッ
ト
、
ま
に
わ
日
本

蜜
蜂
企
業
組
合
が
出
資
し
設
立
。
今
後
、

真
庭
市
場
を
真
庭
市
の
情
報
発
信
拠
点
と

し
て
も
充
実
さ
せ
、
真
庭
産
の
商
品
販
売

な
ど
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

動
     き

こんにちは！
から市 長 室

全国に誇れる市役所に！
　４月は、職場に新入社員が入り、華やぐ季節です。
真庭市役所にも厳しい選抜を経て２０人の職員が入り
ました。年齢幅も広く、職種は事務・技術、医療福
祉関係、消防士などです。さらに国県からの派遣の
人も加わりました。
　今年度は、国や民間で既に活躍していた即戦力の
採用が多いこと、非常勤ではありますが弁護士も採
用すること、更に夏頃には外国人も採用することが
特徴で、多彩な人材が集まります。一方では、職員
を自治体国際化協会ロンドン事務所に派遣します。
真庭市役所を日本で一番市民の役に立つ職場にした
いのですが、そのためには、現在の職員が自ら懸命
に力量を高める一方、豊富な経験を持つ人の採用や
他の行政経験を持つ派遣による職員を仲間に入れ、
職場に刺激をもたらすことが必要です。
　職場に新風を入れ、職員が相互に練磨しながら、市
民のために組織人として仕事をする、全国に誇れる市
役所を職員とともに築いていきたい。それが市長とし
て市民への最大の貢献ではないかと考えています。

 ０９ Maniw a

市政に関する動きの一部を紹介します

ジ
ャ
パ
ン
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
・
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
６

真
庭
市
が
２
部
門
で
受
賞

プレゼンターの日本有機資源協会兒玉徹会長と太田市長

　

３
月　

日
、
災
害
な
ど
に
強
い
地
域
づ

１５

く
り
や
先
駆
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム

の
構
築
な
ど
に
取
り
組
む
企
業
・
団
体
を

た
た
え
る
「
ジ
ャ
パ
ン
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
・

ア
ワ
ー
ド
（
強
靭
化
大
賞
）」
の
表
彰
式
が

東
京
都
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
真
庭
市
は

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
や
新
建
材
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
活

用
推
進
に
よ
り
、
木
材
を
使
い
切
る
こ
と

で
地
場
産
業
を
振
興
し
て
い
る
点
が
評
価

さ
れ
、
バ
イ
オ
マ
ス
大
賞
の
グ
ラ
ン
プ
リ
、

先
進
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
治
体
大
賞
の
準
グ
ラ

ン
プ
リ
を
受
賞
し
ま
し
た
。

社地区の活性化を目指
し、地区住民を対象にし
たワークショップが開か
れました。真庭市まち・
ひと・しごと創生総合戦
略の先行事業の一環。文
化や自然など身近な資源
を生かそうと活発に意見
を出し合いました。

 ２／２７ 身近な資源で地域を活性化

たのしいえほんコンサー
トが勝山文化センターで
開かれ、家族連れらが心
豊かなひと時を過ごしま
した。フルートなどでア
ニメソングが演奏された
ほか、絵本の朗読に合わ
せて演奏や歌が披露され
ました。

 ３／１２ 絵本と楽器の楽しさに触れたよ



Maniwa１０※市役所の電話番号は、市内無料電話で表記しています。（市外局番 ０８６６エリアは６、０８６７エリアは７）

■
退
職
者
（
３
月　

日
付
）

３０

●
中
村
剛
士（
総
務
部
長
）

■
退
職
者
（
３
月　

日
付
）

３１

●
吉
永
忠
洋（
総
合
政
策
部
長
）

●
吉
田　

昇（
会
計
管
理
者
）

●
庄
司
史
郎（
落
合
振
興
局
長
）

●
平　

義
男（
美
甘
振
興
局
長
）

●
榎
原　

薫（
湯
原
振
興
局
長
）

●
鈴
木
正
和（
総
務
部
総
務
課
付
）

●
切
明
友
子（
監
査
事
務
局
長
）

●
矢
谷
佳
子（
く
ら
し
安
全
課
長
）

●
池
田
知
明（
都
市
住
宅
課
長
）

●
藤
井
幸
枝（
湯
原
温
泉
病
院
次
長
）

●
中
田
百
合
子（
上
水
田
幼
稚
園
長
）

●
熱
子
伸
枝（
富
原
保
育
園
長
）

●
丸
山
恭
子（
八
束
こ
ど
も
園
長
）

●
森
木　

茂（
消
防
本
部
次
長
）

●
大
森
幹
夫（
消
防
本
部
警
防
課
長
）

●
浅
田
光
明（
真
庭
消
防
署
長
）

●
太
安
哲
教（
消
防
本
部
総
括
参
事
）

●
片
山
祐
治（
湯
原
振
興
局
地
域
振
興
課
参
事
）

●
山
中
智
子（
蒜
山
振
興
局
地
域
振
興
課
参
事
）

●
柴
田
み
つ
子（
川
東
小
学
校
参
事
）

●
森
下
桂
子（
天
津
小
学
校
主
幹
）

●
山
崎　

亮（
湯
原
温
泉
病
院
看
護
師
）

●
奥
谷
一
恵（
天
津
小
学
校
校
務
主
査
）

●
妹
尾
一
恵（
余
野
小
学
校
校
務
主
任
）

●
森
本
王
子（
川
上
こ
ど
も
園
調
理
主
査
）

●
藤
久
房
代（
湯
原
温
泉
病
院
調
理
主
事
）

 総合政策部

総合政策部長　馬内雄大

総合政策課長　上島芳広

交流定住推進課長　戸田典宏

秘書広報課長　中谷由紀男

 総務部

総務部長　秋田繁彦

総務部次長　安達　学

総務課長　河内勝彦

財政課長（総務部次長が兼任）

財産活用課長　延本貞明

税務課長　上山修治

債権回収対策課長　大森俊明

 市長直轄組織

危機管理監　片岡　清

危機管理課長　牧本武之

 生活環境部

生活環境部長　山根眞一

市民課長　長尾　修

くらし安全課長　小谷英一

スポーツ・文化振興課長   松尾憲和

環境課長　頭山龍一

（資源循環対策室長　南　博晴）

旭水苑所長　井原福典

クリーンセンターまにわ所長      小谷仁志

北部クリーンセンター所長 　 正富昭夫

 健康福祉部

健康福祉部長　稲田隆司

福祉課長　河本京子

子育て支援課長　竹中秀美

健康推進課長　大熊江美子

高齢者支援課長　渡邉伸之

ささぶき苑所長　池田浩二

 産業観光部

産業観光部長　長尾卓洋

産業政策統括監　中井　靖

産業政策課長（産業政策統括監が兼務）

林業・バイオマス産業課長　綱島直彦

農業振興課長　有馬伸明

農林土木課長　中山利明

 建設部

建設部長　山本光一

都市住宅課長　澤山誠一

（建築営繕室長　川端次男）

（国土調査室長　富永泰司）

建設課長　片山　誠

水道課長　西本篤生

下水道課長　志賀祥郎

 会計管理者

会計管理者　枡谷和明

会計課長（会計管理者が兼務）

　

平
成　

年
４
月
１
日
付
け
で
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
各
部
局
の
部
長
・
課
長
な
ど
の
管
理
職
な
ら
び
に
退
職
者
、新
規
採

２８

用
者
を
紹
介
し
ま
す
。
新
規
採
用
者
が　

人
、
退
職
者
が　

人
で
職
員
の
総
数
は
８
２
７
人
と
な
り
ま
す
。

２０

２７

 
　

総
務
部
総
務
課　

℡（
７
４
２
）１
１
５
０

 

（
７
４
２
）１
３
４
１

真
庭
市
職
員 

人
事
異
動
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■
新
採
用
（
４
月
１
日
付
）

●
梶
原
千
裕（
税
務
課
）

●
井
手
信
吾（
税
務
課
）

●
難
波
吉
伸（
債
権
回
収
対
策
課
）

●
田
村
麻
衣
子（
く
ら
し
安
全
課
）

●
高
下　

翼（
環
境
課
兼
総
合
政
策
課
）

●
池
田
洋
之（
林
業
・
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
課

　

兼
都
市
住
宅
課
）

●
豊
田
浩
司（
建
設
課
）

●
大
塚
紗
代（
都
市
住
宅
課
）

●
谷
本
利
恵（
都
市
住
宅
課
）

●
福
井
鈴
菜（
蒜
山
振
興
局
地
域
振
興
課
）

●
入
尾
倫
美（
勝
山
こ
ど
も
園
）

●
山
本
優
美（
川
上
こ
ど
も
園
）

●
二
若
優
人（
真
庭
消
防
署
本
署
）

●
森
上
拓
磨（
真
庭
消
防
署
本
署
）

●
若
狭
阿
喜
人（
真
庭
消
防
署
本
署
）

●
國
米　

陸（
真
庭
消
防
署
本
署
）

●
美
甘
海
音（
真
庭
消
防
署
本
署
）

●
池
上　

憲（
湯
原
温
泉
病
院
）

●
大
月
亜
希
子（
湯
原
温
泉
病
院
）

●
實
原
信
代（
湯
原
温
泉
病
院
）

 監査事務局

監査事務局長　赤田憲昭

 派遣など

岡山県中部環境施設組合所長  古林昌守

 保育園・幼稚園・こども園

北房水田保育園長　池田由子

北房中央保育園長　西村桂子 

木山保育園長　妹尾雅子 

旦土保育園長　廣　敏美

久世保育園長　山口理恵

久世第二保育園長　山 弥生

月田保育園長　長尾香代子  

富原保育園長　柿本晃代

二川へき地保育所園長　山根満知子

中和保育園長　前田茂美 

中津井幼稚園長　福島真喜子（兼務）

呰部幼稚園長　福島真喜子（兼務）

上水田幼稚園長　山本知子

久世幼稚園長　平岡幸江

草加部幼稚園長　井原悦子

米来幼稚園長　山根ひとみ 

樫邑幼稚園長　松尾奈美恵（兼務）

余野幼稚園長　松尾奈美恵（兼務）

落合こども園長　森本笑子

天の川こども園長　田中順子

美川こども園長　川崎美名子

河内こども園長　牧原美恵子

勝山こども園長　樋口　都

美甘こども園長　小谷恵子

湯原こども園長　曽根晶子 

八束こども園長　内田典子

川上こども園長　池田比呂子 

﨑

 湯原温泉病院

院長　野村修一

副院長　岡　孝一

事務部長　横山高史

事務次長　戸田裕子

看護部長　西原美佐子

看護部次長　山本久仁枝

技術部次長　和田安弘

技術部次長　渡辺郁子

 消防本部・消防署

消防長　半田　伝

消防本部次長　原　克之

総務課長　（消防本部次長が兼務）

予防課長　畦崎宜久

警防課長　池田直正

消防署長　安田　一

消防署副署長　大美　勝

消防署副署長　田辺展仁

消防署副署長　川端利治

消防署副署長　山本勝敏

蒜山分署長　川上修司

湯原分署長　野村尚文

美新分署長　森木　勲

北房分署長　国米哲也

 蒜山振興局

蒜山振興局長　新幸知典

地域振興課長　實原将治

 北房振興局

北房振興局長　的場敏惠

地域振興課長　高見　智

 落合振興局

落合振興局長　妹尾久敏

地域振興課長　今石健司

 勝山振興局

勝山振興局長　須田昌宏

地域振興課長　横木隆文

 美甘振興局

美甘振興局長　谷岡昭雅

地域振興課長　大熊　昭

 湯原振興局

湯原振興局長　宮本隆志

地域振興課長　竹内紀吉

 教育委員会事務局

教育次長　池町陽子

理事　美濃　亮

教育総務課長　有元　均

学校教育課長　三ツ宗宏

生涯学習課長　行安太志

（中央図書館準備室長　池上　博）

 議会事務局

議会事務局長　大美昌司平成２８年度新採用職員
（全員ではありません）

各配属先で頑張ります。
よろしくお願いします。
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産業支援制度と補助制度ご活用ください
お知らせワ イ ド

INF O RMATION & NEWS

開発、 研究、 起業など
あなたのチャレンジ
　真庭市産業サポートセンターが窓口となって行う、平成２８年度の産業（商工業）支援制度
の募集が始まります。主なものを紹介しますので、新たな事業展開などをお考えの皆さん、ぜ
ひご活用ください。    真庭市産業サポートセンター　℡０８６７-４２-４３７５（ Ｆ Ａ Ｘ４３３７）

募集します!
詳 し くは、  真庭市産業サポートセンター　     検索   郭

補助内容事業名

２社以上の事業所や団体が連携した、新製品・技術開発や農商工連携、異業
種分野への新規参入といった取り組みに必要な経費の一部を補助します。

産業連携支援事業

岡山県地域産業資源に指定されている品目を活用した新商品・サービスの
開発、既存商品の販路開拓に必要な経費の一部を補助します。

地域資源活用事業

独創性・発展性をもって市内で新たに起業する人に対して、事業所開設など
立ち上げ時の経費を支援します。

起業支援事業

大学や研究機関などと連携した共同研究、またはこれらの機関から受ける
分析・検査などの技術提供に必要な経費の一部を補助します。

産学連携促進事業

国や県の認定を受けた計画に基づいて取り組む、新たな事業に係る経費の
一部を支援します。

経営革新応援事業

※条件や内容によっては対象とならない場合がありますので、事前にお問い合わせください。

　これから創業したい、開業を目指しているとい

う人を対象に「まにわ創業塾」を開講します。事

業を始めるための心構え、ビジネスプラン（事業

計画）の作成、開業資金融資制度・助成金・創業

事例の紹介など、実際の創業に役立つ内容です。

■日時　５月７日松、１４日松、２１日松、２８日松
　　　　１０時〜１７時
　　　　※午前、午後の部に分けた全８講義
■場所　真庭商工会本部（真庭市鍋屋６）
■定員　２０人
■申込期限　５月６日晶
■申し込み・問い合わせ先　
　真庭商工会本部　℡０８６７-４２-４３２５

まにわ創業塾開講

※受講後、市から「特定創業支援事業証明書」を交付された人は「起業支援事業補助金」の補助
上限額が１００万円から１５０万円に拡大されます。また「株式会社設立時の登録免許税軽減」「信用保
証枠の拡充」などの特例を受けることができます。

商工業活性化 各種補助制度
　地域経済の活性化を目的に、下記の補助金制度を設けていますのでご活用ください。制度の詳

細についてはお問い合わせください。    産業観光部産業政策課　℡７-４２-１０３３（ Ｆ Ａ Ｘ１０３７）

補助率補助対象事業名

２５%以内
（上限５０万円）

市内商工業者を利用して老朽家屋等を除却する費用の
一部を補助します

安心・安全のための老朽危険
家屋等除却補助金

２０%以内
（上限１０万円）

市内商工業者を利用して住宅のバリアフリー改修工事
を行う費用の一部を補助します

住宅バリアフリー補助金

５０%以内
（上限２万円）

人材育成を目的に、従業員を研修会などに派遣する事
業所に受講料の一部を補助します

従事者・後継者育成補助金
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４月 からの徴収方法６５歳以上の介護保険料お知らせワ イ ド

INF O RMATION & NEWS

受給する年金から天引

介護保険料の 特別徴収が始まります
　４月支給の年金から平成２８年度介護保険料の特別徴収（仮徴収）が始まります。この特別徴収
の対象になるのは、すでに特別徴収で納めている人と平成２７年４月２日から１０月１日までに被保
険者になった人です。    健康福祉部高齢者支援課　℡７-４２-１０７４（ Ｆ Ａ Ｘ１３９０）

肺炎球菌感染症予防接種（高齢者）申請の受け付けは４月１日からお知らせワ イ ド

INF O RMATION & NEWS

①保険料の納め方
　年金から介護保険料が差し引かれます。平成２８
年度の保険料は６月に決定（本算定）します。８
月分は本算定により増減し、１０月〜翌年２月分は
年間保険料からすでに納めた保険料を除いた額を
３回に分けて納めます。

 特別徴収 ②特別徴収の開始時期
　開始時期は、介護保険の被保険者になった時期
によって次のとおり異なります。それまでの間は
普通徴収（納付書または口座振替）で納めます。

　普通徴収の納期は６月〜翌年３月までの１０回
で、納付書または口座振替で納めます。本算定後
の６月中旬に納付書を送付します。

 普通徴収

介護保険の被保険者になった時期開始時期

平成２７年４月２日〜１０月１日４月
平成２７年１０月２日〜１２月１日６月

平成２７年１２月２日〜平成２８年２月１日８月
平成２８年２月２日〜４月１日１０月翌年

２月１２月１０月８月６月４月年金の
支給月

本徴収仮徴収納め方

（本算定−仮徴収）
÷３回

本算定
により
増減　

今年２月の　
保険料と同額

保険料

平成２８年度の対象者をお知らせします
　真庭市では、高齢者肺炎球菌予防接種費用の一部を助成します。平成28年度の助成対象者は下

記のとおりです。助成を受けるには事前申請が必要です。詳しくは、お問い合わせください。

    健康福祉部健康推進課　℡７-４２-１０５０（ Ｆ Ａ Ｘ１３８８）
■助成の対象
　接種日において真庭市に住民登録があり①または②に該当し、このワクチンの接種歴のない人
①平成２８年度に下記の年齢になる人

②６０歳以上６５歳未満の人で、心臓、腎臓、呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能
に障がいがある人

■接種料金　自己負担額　４，８４６円
■持参物　本人確認ができるもの（運転免許証・保険証など）、印鑑　
※定期接種は生涯１回のみ。
※接種後の申請はできません。

昭和２６年４月２日生〜昭和２７年４月１日生 ６５歳になる人
昭和２１年４月２日生〜昭和２２年４月１日生 ７０歳になる人
昭和１６年４月２日生〜昭和１７年４月１日生 ７５歳になる人
昭和１１年４月２日生〜昭和１２年４月１日生 ８０歳になる人
昭和６年４月２日生〜昭和７年４月１日生 ８５歳になる人
大正１５年４月２日生〜昭和２年４月１日生 ９０歳になる人
大正１０年４月２日生〜大正１１年４月１日生 ９５歳になる人
大正５年４月２日生〜大正６年４月１日生１００歳になる人
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一緒に活動しませんか地域を守るために
お知らせワ イ ド

INF O RMATION & NEWS

物価変動による改定平成２８年４月分からお知らせワ イ ド

INF O RMATION & NEWS

消
防 
団
員
募
集

　

消
防
団
は
誰
で
も
参
加
で

き
る
社
会
貢
献
活
動
で
す
。

会
社
員
、
自
営
業
者
、
主
婦

な
ど
、
性
別
・
職
業
を
問
わ

ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
入
団

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
力

を
消
防
団
は
求
め
て
い
ま

す
。
入
団
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

【真庭市消防団【真庭市消防団】】
　 ７７方面隊方面隊　２８２８分団分団　１１５１１５部部
全団員数　 全団員数　２，６５２２，６５２人（人（１１月月１１日現在日現在））　「消防団協力事業所表示制度」と

は、事業所の消防団活動への協力
が社会貢献として広く認められる
と同時に、事業所の協力を通じて、
地域防災体制がより一層充実され
ることを目的とした制度です。「消
防団協力事業所」として認められ
た事業所は、取得した表示証を社
屋に提示でき、表示証のマークを
自社ホームページなどで広く公表
することができます。ぜひ、多く
の事業所の皆さんのご協力をお願
いします。

消防団協力事業所表示制度に
ご協力をお願いします

消防団協力
事業所表示証

　下記の手当は物価が上昇すれば増額し、物価が下がれば減額する仕組み（物価スライド）を基

本としています。 平成２７年平均の全国消費者物価指数の対前年比変動率が０．８％になりましたの
で、平成２８年度の手当額が０．８％引き上げになります。申請方法など詳しくは、各担当課へお問い
合わせください。

    ①〜④　健康福祉部福祉課　　℡７-４２-１５８１（ Ｆ Ａ Ｘ１３６９）
⑤　健康福祉部子育て支援課　℡７-４２-１０５４（ Ｆ Ａ Ｘ１３６９）

各種手当が 引 き 上 げ られます

※児童扶養手当の第２子加算（５，０００円）、第３子以降加算（１人につき３，０００円）については、平成２８年８月分から
改定される予定です。

４月分から（月額）３月分まで（月額）手当名

５１，５００円５１，１００円特別児童扶養手当（１級）①

３４，３００円３４，０３０円特別児童扶養手当（２級）②

１４，６００円１４，４８０円障害児童福祉手当③

２６，８３０円２６，６２０円特別障害者手当④

４２，３３０円
（一部支給：４２，３２０円〜９，９９０円）

４２，０００円
（一部支給：４１，９９０円〜９，９１０円）児童扶養手当⑤

　

消
防
団
の
入
団
資
格
は
、　

歳
以
上
で
、
健
康
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
入
団
で

１８

き
ま
す
。
入
団
の
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
 
　

市
長
直
轄
組
織
危
機
管
理
課

　
　
　
　
　
　

℡（
７
４
２
）１
１
２
６

　
　
　
　
　
　
 
（
７
４
２
）１
１
１
９



 １５Maniwa

女性と若者のまちづくり挑戦しませんか
お知らせワ イ ド

INF O RMATION & NEWS

４月１日から助成開始県外での予防接種
お知らせワ イ ド

INF O RMATION & NEWS

蒜山郷土博物館へお越しください春の企画展
お知らせワ イ ド

INF O RMATION & NEWS

若者と女性の活躍を応援し ます! !
「自分たちのやり方で地域振興にチャレンジしてみたい」真庭市は、そんな熱い想いを応援します。
失敗したって構わない。さぁ、思い切って一緒に一歩を踏み出してみませんか。

問い合わせ・申し込み先  総合政策部交流定住推進課  ℡７-４２-１１７９（ＦＡＸ１３５３）

■対象　市内に居住する若者もしくは女性で組織されている団体など（高校生も可）
■対象事業　まちづくりおよび地域活性化を図る事業
　（例）特産品を開発して都市部に売り出したい。商店街に人を呼び込み元気にしたい。子どもたちが遊

んだり地域のことを学んだりする居場所づくり事業がしたい。など
■内容　３０万円を限度として補助金を交付します
■申込締切　６月３０日昭
■申込方法　企画提案申込書に必要事項を記入のうえ提出してください
審査により補助対象にならない場合があります。

■日　時　４月２３日（土）〜７月２４日（日）
　　　　　午前９時〜午後５時（入館は４時３０分まで）
　　　　　※月曜日休館
■場　所　蒜山郷土博物館
■入場料　一般（高校生以上）３００円  中学生以下無料
　　　　　※２０人以上の団体は２割引き

   蒜山郷土博物館  前原・深見  ℡・ＦＡＸ７-６６-４６６７

　春の企画展では、蒜山地域の盆踊り「大宮踊」にスポ
ットを当てます。大宮踊に関する展示のほか、イベント
や講演などを多数企画しています。

蒜山のこころを踊る〜国重文・大宮踊のすべて〜

定期予防接種費用を助成 します
　真庭市では、里帰り出産などにより岡山県内の医療機関で定期予防接種を受けることができな

い場合、予防接種費用を助成します。助成を希望する場合は事前申請が必要です。詳しくはお問

い合わせください。    健康福祉部健康推進課　℡７-４２-１０５０（ Ｆ Ａ Ｘ１３８８）

■対象者　真庭市に住所のある定期予防接種の対象年齢の人

■対象の予防接種　ＢＣＧ、ヒブ、小児用肺炎球菌、４種混合、３種混合、２種混合、麻しん・風
しん、水痘、ポリオ、日本脳炎、子宮頸がん

※対象の予防接種により助成額は異なります。
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葛  本庁舎
　ＴＥ Ｌ ７―４２―１１１１
　 Ｆ Ａ Ｘ ７―４２―１３４１
葛  蒜山振興局
　ＴＥ Ｌ ７―６６―２５１１
　 Ｆ Ａ Ｘ ７―６６―４４０１
葛  北房振興局
　ＴＥ Ｌ ６―５２―２１１１
　 Ｆ Ａ Ｘ ６―５２―４４９６
葛  落合振興局
　ＴＥ Ｌ ７―５２―１１１１
　 Ｆ Ａ Ｘ ７―５２―１９３９
葛  勝山振興局
　ＴＥ Ｌ ７―４４―２６０７
　 Ｆ Ａ Ｘ ７―４４―４５６９
葛  美甘振興局
　ＴＥ Ｌ ７―５６―２６１１
　 Ｆ Ａ Ｘ ７―５６―２０３３
葛  湯原振興局
　ＴＥ Ｌ ７―６２―２０１１
　 Ｆ Ａ Ｘ ７―６２―２０９７
葛  中和出張所
　ＴＥ Ｌ ７―６７―２１１１
　 Ｆ Ａ Ｘ ７―６７―２２０５
葛  川上出張所
　ＴＥ Ｌ ７―６６―３６１１
　 Ｆ Ａ Ｘ ７―６６―４４０２
葛  真庭市消防本部
　ＴＥ Ｌ ７―４２―１１９０
　 Ｆ Ａ Ｘ ７―４２―１６７２

真庭市の 人 口

総　数  ４７，７１８人（-７０）
　男　  ２２，７６３人（-２６）
　女　  ２４，９５５人（-４４）
世帯数  １７，８６７世帯（-８）
平成２８年３月１日現在
（　）は前月との比較

代表電話番号

　

毛
糸
で
折
り
た
た
み
ク
ッ
シ
ョ

ン
を
作
り
ま
す
。
持
ち
運
び
が
で

き
、
開
く
と
座
布
団
に
も
な
る
便

利
な
ク
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。
皆
さ
ん

の
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
準
備
が
で
き
る
人
は
、
か
ぎ

針
８
号
、
並
太
毛
糸　

玉
（
５
色

１０

位
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
毛

糸
は
プ
ラ
ザ
で
も
準
備
で
き
ま
す

が
、
実
費
が
必
要
で
す
。

■
日
時　

４
月　

日
昭

２１

午
後
１
時
〜
４
時

■
場
所　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ま

に
わ
（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま
に

わ
内
）

■
参
加
費　

３
０
０
円

■
定
員　
 　

人
２０

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

■
申
込
期
限　

４
月　

日
晶

１５

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ま
に
わ

℡（
７
４
２
）１
１
６
１

　

初
心
者
を
対
象
と
し
た
手
話
講

座
を
開
き
ま
す
。
聞
こ
え
な
い
と

い
う
障
が
い
の
理
解
と
手
話
に
つ

い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

５
月　

日
〜　

月
９
日

１８

１１

毎
週
水
曜
日　

午
後
７
時　

分
〜

３０

９
時　

分（
８
月　

日
休
み
）

３０

１７

■
場
所　

久
世
公
民
館

■
対
象　

手
話
に
関
心
の
あ
る
初

心
者

■
定
員　
　

人
３０

■
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

３
２
４
０
円
を
初
回
に
集
金
）

■
申
込
期
限　

５
月
６
日
晶

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課　

中
島

℡（
７
４
２
）１
５
８
１

 

（
７
４
２
）１
３
６
９

　

危
険
物
取
扱
者
試
験
お
よ
び
事

前
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

◎
危
険
物
取
扱
者
試
験

■
試
験
日　

６
月
５
日
掌

■
試
験
会
場

岡
山
市
、
倉
敷
市
、
津
山
市

■
申
込
期
限　

４
月
６
日
昌
〜
４

月　

日
晶

１５
※
受
験
願
書
は
消
防
本
部
お
よ
び

各
分
署
に
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま

た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
験

申
し
込
み
（
電
子
申
請
）
も
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
、（
一
財
）
消
防

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ぺ
ー

ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

◎
事
前
講
習
会

■
日
時　

５
月
９
日
捷

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
３０

■
場
所　

久
世
エ
ス
パ
ス
セ
ン
タ
ー

■
申
込
期
限　

４
月　

日
捷
ま
で
に
消
防
本
部
お

２５

よ
び
各
分
署
で
申
し
込
み
を
し
て

下
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
予
防
課

℡（
７
４
２
）１
１
９
０

 

（
７
４
２
）１
６
７
２

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
手
芸
教
室

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

■日時　５月〜２月までの毎週土曜日
　　　　９：３０〜１０：３０
■場所　久世体育館
■対象　５ 歳児（平成２２年４月２日〜
平成２３年４月１日生まれ）
■定員   ２０人（定員を超える場合は抽選）
■参加費　５，８００円
■申込方法　スポーツ・文化振興課
または各振興局にある申込書に記入
して久世体育館に提出してください。
■申込締切　４月１７日掌
   スポーツ・文化振興課
　  ℡７-４２-１１７８（ＦＡＸ１４１６）

※市役所の電話番号は、市内無料電話で表記しています。（市外局番 ０８６６エリアは６、０８６７エリアは７）

幼
児
体
操
教

幼
児
体
操
教
室室

参
加
者
募

参
加
者
募
集集

   都市住宅課  ℡７-４２-７７８１（ＦＡＸ１９８８） （または振興局住宅担当窓口）

市営住宅入居者募集 煙原方２住宅（勝山：Ｓ４９建築、３ＤＫ）１戸
　家賃１２，６００〜１８，７００円
煙旭住宅（美甘：Ｓ６２建築、３ＤＫ）１戸
　家賃１１，９００〜１７，７００円
煙常藤住宅（蒜山：Ｈ１３建築、３ＬＤＫ）１戸
　家賃４０，０００円
煙立誠住宅（落合：Ｈ５建築、３ＤＫ）１戸
　家賃１８，４００円単独住宅

特定住宅

公営住宅

※応募のなかった市営住宅は随時募集しています。
※詳しくは都市住宅課、または振興局住宅担当窓口にお問
い合わせください。

募集期間　　４月１５日晶  午後５時まで
入居可能日　５月下旬予定

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
入
門
課
程

受
講
生
募
集

危
険
物
取
扱
者
試
験

事
前
講
習
会
も
開
催
し
ま
す



 １７Maniwa

　

平
成　

年
４
月
、
米
国
で
開
催

２５

中
の
ボ
ス
ト
ン
マ
ラ
ソ
ン
の
ゴ
ー

ル
付
近
で
爆
弾
テ
ロ
事
件
が
発
生

し
ま
し
た
。
こ
の
事
件
は
、
テ
ロ

組
織
と
は
直
接
関
わ
り
の
な
い
個

人
が
過
激
化
し
て
テ
ロ
を
引
き
起

こ
し
た
『
ロ
ー
ン
ウ
ル
フ
』
型
テ

ロ
と
呼
ば
れ
、
各
国
で
発
生
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
爆

発
物
の
原
料
と
な
り
え
る
化
学
物

質
な
ど
は
、
薬
局
や
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
購
入
す
る
こ
と
が
で

き
、
国
内
で
も
市
販
の
化
学
物
質

か
ら
爆
発
物
を
製
造
す
る
事
案
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
警
察
で
は
、

爆
弾
テ
ロ
の
未
然
防
止
を
図
る
た

め
、
爆
発
物
の
原
料
と
な
る
化
学

物
質　

品
目
を
重
点
と
し
て
、
販

１１

売
時
に
お
け
る
本
人
確
認
の
徹

底
、
盗
難
防
止
な
ど
の
保
管
・
管

理
の
強
化
、
不
審
な
購
入
者
に
関

す
る
情
報
の
通
知
を
要
請
す
る
な

ど
し
て
い
ま
す
。
爆
発
物
の
原
料

と
な
る
農
薬
や
薬
品
類
を
明
確
な

理
由
が
な
い
の
に
大
量
に
購
入
し

た
り
、
所
有
す
る
人
を
知
っ
て
い

る
ま
た
は
見
か
け
た
な
ど
、
日
常

生
活
を
通
じ
て
「
お
か
し
い
」
と

感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

警
察
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
重
点
科
学
物
質　

品
目

１１

①
過
酸
化
水
素
水
②
塩
酸
③
硫
酸

④
硝
酸
⑤
塩
素
酸
カ
リ
ウ
ム
⑥
塩

素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
⑦
尿
素
⑧
硝
酸

ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
⑨
ア
セ
ト
ン
⑩
硝

酸
カ
リ
ウ
ム
⑪
ヘ
キ
サ
ミ
ン

■
問
い
合
わ
せ
先

真
庭
警
察
署

℡
・ 

０
８
６
７（　

）６
１
１
０

４４

　

就
職
な
ど
で
別
の
健
康
保
険
に

加
入
す
る
場
合
や
、
退
職
で
そ
れ

ま
で
加
入
し
て
い
た
健
康
保
険
の

資
格
が
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
届

出
が
必
要
で
す
。

【
就
職
し
た
ら
】

喪
失
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

■
喪
失
届
に
必
要
な
も
の

・
国
民
健
康
保
険
証
、
新
し
い
保

険
証
、
印
鑑
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
個
人
番
号
）
が
確
認
で
き
る
書

類
、
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類

※
新
し
い
健
康
保
険
証
が
交
付
さ

れ
る
ま
で
に
、
医
療
機
関
を
受
診

し
た
場
合
に
は
、
国
民
健
康
保
険

か
ら
給
付
し
た
金
額
を
返
還
し
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
退
職
し
た
ら
】

次
の
い
ず
れ
か
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

①
健
康
保
険
を
任
意
継
続
す
る

②
家
族
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者

に
な
る

③
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

※
①
、
②
の
場
合
は
健
康
保
険
組

合
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
③
の
場
合
は
市
役
所
に
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

■
届
出
に
必
要
な
も
の

健
康
保
険
資
格
喪
失
証
明
書
（
加

入
し
て
い
た
健
康
保
険
の
記
号
番

号
や
喪
失
日
が
記
載
し
て
い
る
も

の
を
職
場
ま
た
は
、
加
入
し
て
い

た
健
康
保
険
組
合
で
発
行
し
て
も

ら
う
）、
印
鑑
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
個
人
番
号
）
が
確
認
で
き
る
書

類
、
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課

℡（
７
４
２
）１
１
１
２

 

（
７
４
２
）１
３
１
９

魅力あるまちづくり魅力あるまち づ く りをを

テ
ロ
の
未
然
防
止
対
策

ご
理
解
と
ご
協
力
を

応 援
菅原　昌久さん（埼玉県川越市）

内藤　祐之さん（埼玉県さいたま市）

東海林大嗣さん（東京都練馬区）

高岡　由宇さん（東京都墨田区）

熊沢　昌義さん（東京都江戸川区）

浅井　恭子さん（神奈川県横浜市）

安藤由香里さん（神奈川県川崎市）

伊藤　彰浩さん（愛知県名古屋市）

吉本　明弘さん（大阪府堺市）

西外　　實さん（大阪府大阪市）

岡本　裕紀さん（大阪府大阪市）

前田　真一さん（大阪府羽曳野市）

田原　政則さん（岡山県岡山市）

副島　　修さん（福岡県大野城市）

ふるさと納税として
寄付金をいただきました。

交流定住推進課
℡７-４２-１１７９（ＦＡＸ１３５３）

ご注意ください

火葬場使用時のお供え物

　４月１日から、火葬場使用時
のお供え物について、次のとお

りとします。

・生花は、火葬場を使用する人

がご準備ください。

※生花を持参しない人のため

に、火葬場には造花をご用意し

ています。

・お供え物は生花のみとし、果

物、お酒などのお供えはご遠慮

ください。

■対象　
真庭火葬場、真庭北部火葬場

 　環境課
　　℡７-４２-１１１３（ＦＡＸ７４５５）

緑の募金 緑化事業
●緑の募金に協力を
緑の募金は、国内外で「森づく
り・人づくり」活動に生かされ
ます。森林を守り育てる運動に
ご理解、ご協力をお願いします。
募金箱は本庁舎および各振興局
に設置しています。

●緑化事業の案内
地域自主組織や小学校などの団
体が取り組む植樹活動に対し、
苗木を配布します。希望する団
体は、林業・バイオマス産業課
または各振興局で申請してくだ
さい。
【申込締切】４月２６日昇
【配布時期】１１月上旬予定

 　林業・バイオマス産業課
　　℡７-４２-５０２２（ＦＡＸ１０３７）

国
民
健
康
保
険

届
出
を
お
忘
れ
な
く



M ani w a１８※市役所の電話番号は、市内無料電話で表記しています。（市外局番 ０８６６エリアは６、０８６７エリアは７）

適
用
さ
れ
ま
す
。

■
最
低
賃
金
額

各
種
商
品
小
売
業
７
９
４
円
、
電

気
機
械
器
具
製
造
業
７
８
７
円
、

耐
火
物
製
造
業
８
５
８
円
、
鉄
鋼

業
８
７
４
円
、
船
舶
製
造
・
修
理

業
・
舶
用
機
関
製
造
業
８
６
９
円
、

一
般
機
械
器
具
製
造
業
８
５
１

円
、
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業

８
３
９
円

■
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

℡
０
８
６（
２
２
５
）２
０
１
４

　

４
月
２
日
は
「
世
界
自
閉
症
啓

発
デ
ー
」、
４
月
２
日
〜
８
日
は

「
発
達
障
害
啓
発
週
間
」
で
す
。

自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発
達
障

害
は
、
脳
機
能
の
発
達
が
関
係
す

る
障
が
い
で
す
。
発
達
障
害
は
障

が
い
の
特
性
が
分
か
り
に
く
い
う

え
、
複
数
の
障
が
い
が
重
な
っ
て

現
れ
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
誤
解

を
受
け
や
す
く
、
生
活
の
し
づ
ら

さ
を
感
じ
て
い
る
人
は
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
障
が
い
の
特
性
を
理

解
し
た
う
え
で
、
そ
の
人
に
合
っ

た
配
慮
、
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
発
達
障
害
の
あ
る
人
や
家
族

が
よ
り
生
活
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
発
達
障
害
へ
の
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
課

℡（
７
４
２
）１
５
８
１

 

（
７
４
２
）１
３
９
０

　

岡
山
県
警
察
・
岡
山
県
交
通
安

全
協
会
で
は
、
安
全
運
転
に
努
め

て
い
る
運
転
者
の
表
彰
を
行
っ
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
表
彰
の
種
目

・
業
務
優
良
運
転
者

・
一
般
優
良
運
転
者

■
申
告
の
条
件　

市
内
に
在
住
し

て
い
る
人
で
、
無
事
故
・
無
違
反

　

４
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
相
談
内
容
を
把
握
す

る
た
め
、
前
日
ま
で
に
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
が
必

要
で
す
。

■
日
時
４
月　

日
昭
、　

日
昭

１４

２８

午
前　

時
〜
午
後
３
時　

分

１０

３０

■
場
所　

市
役
所
本
庁
舎

■
予
約
先　

津
山
年
金
事
務
所
お

客
様
相
談
室

℡
０
８
６
８（　

）２
３
６
５

３１

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課

℡（
７
４
２
）１
１
１
２

 

（
７
４
２
）１
３
１
９

　

岡
山
県
内
の
特
定
最
低
賃
金
が

改
定
さ
れ
ま
し
た
。
特
定
最
低
賃

金
が
適
用
さ
れ
な
い
労
働
者
は
、

岡
山
県
最
低
賃
金
の
７
３
５
円
が

４月の休日急患担当医

３日
煙勝山病院・勝山
　０８６７-４４-３１６１（ＦＡＸ５３３１）
煙石賀医院（内）・蒜山
　０８６７-６６-３０４１（ＦＡＸ２６５５）
 １０日
煙近藤病院・勝山
　０８６７-４４-２６７１（ＦＡＸ２９８９）
煙杉江医院（内）・落合
　０８６７-５２-３４５６（ＦＡＸ３２１８）
 １７日
煙落合病院（内）・落合
　０８６７-５２-１１３３（ＦＡＸ１１６０）
煙金田病院（外）・落合
　０８６７-５２-１１９１（ＦＡＸ１９１７）
煙岸本整形外科（外）・久世
　０８６７-４２-０４９５（ＦＡＸ０４８５）
 ２４日
煙湯原温泉病院・湯原
　０８６７-６２-２２２１（ＦＡＸ２２２３）
煙高田医院（外）・落合
　０８６７-５２-２２３３（ＦＡＸ２５０２）
 ２９日
煙金田病院・落合
　０８６７-５２-１１９１（ＦＡＸ１９１７）
煙しんまち診療所（内）・勝山
　０８６７-４４-１２２０（ＦＡＸ１２２１）
　
　　

１日
煙勝山病院・勝山
　０８６７-４４-３１６１（ＦＡＸ５３３１）
煙松坂医院（内）・久世
　０８６７-４２-３３００（ＦＡＸ３５５６）
３日
煙金田病院・落合
　０８６７-５２-１１９１（ＦＡＸ１９１７）
煙片岡医院（内）・湯原
　０８６７-６２-３４００（ＦＡＸ３４９０）
４日
煙近藤病院・勝山
　０８６７-４４-２６７１（ＦＡＸ２９８９）
煙牧原医院（外）・北房
　０８６６-５２-２４６９（ＦＡＸ２４６９）
５日
煙落合病院（内）・落合
　０８６７-５２-１１３３（ＦＡＸ１１６０）
煙金田病院（外）・落合
　０８６７-５２-１１９１（ＦＡＸ１９１７）
煙はら内科クリニック（内）・久世
　０８６７-４５-７８８５（ＦＡＸ７８８０）

― ５月―自
動
車
優
良
運
転
者

表
彰
し
ま
す

　地域活動の拠点となる集会所の
新築・改修・増築工事および下水道
への接続工事を行う自治会などの
団体に対して、補助金を交付しま
す。平成２９年度中に計画のある団
体は、まずは気軽に相談ください。

の
年
数
が
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
の
種
別

の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
人

■
申
告
の
手
続
き　

申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
、「
無
事
故
・

無
違
反
証
明
書
」
を
添
付
の
う
え
、

真
庭
警
察
署
交
通
課
に
提
出

■
申
告
の
期
限　

４
月　

日
昭

２８

■
問
い
合
わ
せ
先

真
庭
警
察
署
交
通
課

℡
・ 

０
８
６
７（　

）６
１
１
０

４４

　

弁
護
士
会
・
検
察
庁
・
法
務
局
・

地
方
裁
判
所
・
家
庭
裁
判
所
が
共

同
で
相
談
会
を
開
き
ま
す
。
事
前

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

■
日
時　

５
月
６
日
晶

午
前　

時
〜
正
午
ま
で
受
け
付
け

１０

■
場
所

岡
山
地
方
・
家
庭
裁
判
所
津
山
支

部
（
津
山
市
椿
窓
下　

）
５２

■
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
地
裁
総
務
課
広
報
係

℡
０
８
６（
２
２
２
）６
７
７
１

無
料
法
律
・
人
権
相
談
所

ご
相
談
く
だ
さ 
い

ー申し込み・問い合わせ先ー
交流定住推進課

℡７-４２-１１７９（ＦＡＸ１３５３）

集会所を直す予定は
ありませんか？　　    

■対　象　集会所などの施設
■補助率　２分の１
■対象事業と補助上限額
　新築　３００万円
　改修・増築　１００万円
　汚水処理（下水道接続など）　　
　１００万円
■申込期限　１０月３１日捷

発
達
障
害
へ
の
理
解
を

ご
協
力
く
だ
さ
い

年
金
相
談

予
約
を
お
忘
れ
な
く

最
低
賃
金
の
改
定

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金

※補助金交付には審査があります。



 １９Maniwa

財産活用課
℡７-４２-１１７４（F A X１１１９）入 札結結 

果果
●予定価格２５０万円以上の公共工事落札額を公表します。
●表記順
　《入札日→工事名（発注課）→落札者→落札額（税抜き額）》

●平成２８年２月２日
・市道簗瀬横部線舗装新設工事（建設課）

　㈲真庭舗装…８，９００，０００円

●平成２８年２月５日 
・林道川上１号線（１工区−２）開設工事
　（蒜山振興局地域振興課）

　山乗建設㈱…１８，３５０，０００円

●平成２８年２月９日 
・市道杉成線法面保護工事

　（湯原振興局地域振興課）

　㈱金平工務店…２，７８０，０００円

今月の掲載は、２/２、５、９日の入札実施分。

備
し
て
い
る
申
請
用
紙
に
記
入

し
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
林
業
・

バ
イ
オ
マ
ス
産
業
課
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
限　

４
月　

日
昇

２６

■
主
な
イ
ベ
ン
ト
案
内

ト
ン
ボ
の
森
、
子
ど
も
樹
木
博
士

認
定
会
、
森
林
を
考
え
る
岡
山
県

民
の
つ
ど
い
な
ど

※
内
容
は
イ
ベ
ン
ト
で
異
な
り
ま

す
。
草
刈
体
験
や
植
樹
、
い
き
も

の
観
察
、
木
工
教
室
な
ど
が
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

林
業
・
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
課

℡（
７
４
２
）５
０
２
２

 

（
７
４
２
）１
０
３
７

　

４
月
６
日
昌
〜　

日
晶
ま
で
県

１５

下
一
斉
に
展
開
さ
れ
る
春
の
交
通

安
全
県
民
運
動
の
出
発
式
を
行
い

ま
す
。

■
日
時　

４
月
６
日
昌　

午
前　

時
〜
正
午

１１

■
場
所　

真
庭
警
察
署
駐
車
場

■
内
容　

春
の
交
通
安
全
県
民
運

動
を
広
く
市
民
に
周
知
し
、
交
通

安
全
意
識
の
高
揚
、
交
通
事
故
防

止
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

※
岡
山
県
警
音
楽
隊
の
演
奏
や
、

交
通
安
全
の
呼
び
か
け
な
ど
を
行

い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

く
ら
し
安
全
課

℡（
７
４
２
）１
０
１
７

 

（
７
４
２
）１
３
１
９

　

求
職
中
の
人
を
対
象
に
、「
パ
ソ

コ
ン
ワ
ー
ク
初
級
科
」
を
開
催
し

ま
す
。

■
訓
練
期
間　

６
月
２
日
昭
〜
８
月　

日
昇

３０

※
日
・
祝
・
休
館
日
を
除
く
。

■
時
間　

午
前
９
時　

分
〜

３０

■
場
所　

久
世
エ
ス
パ
ス

■
定
員　
　

人
１５

■
受
講
料　

無
料（
教
材
費
別
）

　

林
業
・
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
課
で

は
、
小
学
生
と
保
護
者
を
対
象
に
、

森
や
緑
に
関
す
る
学
習
活
動
や
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
情
報
を
登
録
し
た
人
に
紹

介
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
、
自

然
の
中
で
心
の
豊
か
さ
を
育
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
親
子
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

市
内
の
小
学
３
年
生

〜
６
年
生

■
情
報
提
供
期
間　

１
年
間

■
応
募
方
法　

林
業
・
バ
イ
オ
マ

ス
産
業
課
ま
た
は
各
振
興
局
に
準

■
申
し
込
み
方
法　

最
寄
り
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
応
募

■
問
い
合
わ
せ
先

北
部
高
等
技
術
専
門
校

℡
０
８
６
８（　

）１
１
２
５　

２６

■
ラ
フ
ォ
ー
レ
勝
山
（
勝
山
病
院

音
楽
同
好
会
）
よ
り
、
モ
バ
イ
ル

ス
ク
リ
ー
ン
と
電
波
時
計
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

■
石
原
資
郎
さ
ん
（
岡
山
市
）
よ

り
刀
一
振
を
、
戸
村
彰
孝
さ
ん
（
上

水
田
）
よ
り
、
戸
村
家
文
書
一
括

を
勝
山
藩
関
連
資
料
と
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
広
報
パ
レ
ー
ド

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

篤
志
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

緑
や
森
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
情
報

紹
介
し
ま
す

 　環境課  ℡７-４２-１１１３（ＦＡＸ７４５５）

「鳩ヶ平墓地公園」の受け付けを延長して募
集します。希望する人は、環境課と各振興局
窓口に用意している申請書に世帯全員の住
民票の写しを添えて、環境課に提出してくだ
さい。また、期間中の日曜日は現地特設テン
トで受け付けを行います。

■現地特設テント受付日および時間
　４/１０、４/１７、４/２４、５/１、５/８
　午前１０時〜正午、午後１時〜３時

申し込みを

５月 １０日(火)
まで延長 して受け付けます

鳩ヶ平墓地公園鳩ヶ平墓地公園
はと　　 が　   ひら

北
部
高
等
技
術
専
門
校

訓
練
生
募
集
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３
年
前
、
家
の
前
の
川
向
こ
う

の
土
手
に
桜
の
苗
木
を
植
え
ま
し

た
。
き
っ
か
け
は
、「
あ
そ
こ
に
桜

が
あ
っ
た
ら
い
い
な
…
」
と
い
う

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
ひ
と
言
で
し

た
。
部
屋
か
ら
見
え
る
景
色
は
川

に
土
手
、
晴
れ
た
空
、
桜
が
あ
れ

ば
一
枚
の
絵
に
色
を
添
え
る
か
な

と
思
っ
た
り
。
一
年
目
５
本
、
二

年
目
５
本
、
み
ん
な
で
桜
の
苗
木

を
植
え
ま
し
た
。
冬
の
間
に
雪
で

折
れ
た
り
も
し
ま
し
た
が
、
植
え

る
と
誰
と
な
く
草
を
刈
っ
た
り
側

の
木
の
枝
を
切
っ
た
り
支
え
た
り

と
満
開
の
桜
を
思
い
な
が
ら
手
入

れ
を
し
ま
し
た
。
苗
木
の
植
え
ら

れ
た
土
手
の
下
の
川
は
、
春
は
雪

解
け
と
同
時
に
ひ
ら
め
の
解
禁
。

夏
に
は
蛍
が
飛
び
、
か
じ
か
蛙
が

鳴
き
、
子
ど
も
た
ち
の
川
遊
び
の

場
。
秋
に
は
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の

産
卵
と
豊
か
な
川
で
す
。
今
は
１

メ
ー
ト
ル
あ
る
か
な
い
か
の
桜
の

苗
木
。
川
を
彩
る
に
は
ま
だ
ま
だ

か
か
る
と
思
い
ま
す
が
、
春
が
楽

し
み
に
な
る
桜
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　

桜
は
日
本
人
に
と
っ
て
親
し
ま

れ
た
花
で
す
。
市
内
で
も
各
地
で

桜
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
多

今
月
の
テ
ー
マ

        
「 
桜
」

お便り
お待 ちし ています !
メールの場合は
ｈｉｓｈｏ@ｃｉｔｙ．ｍａｎ ｉ ｗａ．ｌｇ．ｊｐ

テーマは
 「自転車」です 。
初めて乗れた日の思い出、
自分だけの自転車の楽しみ
方など、自転車について、
 ２００字程度でお寄せください。

川柳の兼題は
 「名刺」です。
お便りは、３月号に同封
したはがきをご利用くだ
さい。川柳の締め切りは
４月２８日昭です。

５月号のテーマ

 「登山」
 についてお便りを募集
しています。

（４月８日締め切り）

６月号 読者の広場

今 月は、
寄せられたお便り
５２通の中からチ ョ イス

読者の広場は皆さんから
寄せられたハガキなどで
つくるページです。

 「
桜
の
苗
木
」

　
 
か
じ
か
蛙
さ
ん（
蒜
山
）

PN

く
の
人
た
ち
が
参
加
し
、
地
域
に

貢
献
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
桜
の
季
節
に
は
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
で
、
桜
を
見
に
連
れ
て
行
っ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
桜
の
木

の
下
で
会
話
し
な
が
ら
、
人
と
人

の
友
情
ル
ー
ル
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
、
学
ぶ
こ
と
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
た
桜
の
季
節

と
な
り
ま
す
。
今
年
も
ど
こ
か
に

連
れ
て
行
っ
て
く
だ
さ
る
と
思
い

ま
す
が
、
今
年
が
最
後
と
な
り
ま

す
。
よ
い
思
い
出
を
胸
に
秘
め
、

 「
桜
」

稲
岡
雅
子
さ
ん（
上
）

桜と触れ合う親子

▼

 PN カコ

▼

 PN チータロ

▼

 PN つくし

最
後
と
な
る
今
年
を
満
喫
し
な
が

ら
、
思
い
出
の
締
め
く
く
り
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
桜
の
咲

く
頃
が
人
間
も
最
良
の
季
節
と
思

い
ま
す
。
元
気
で
幸
せ
な
日
々
を

送
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

３
月
末
か
ら
、
桜
開
花
の
前
線

が
北
上
す
る
明
る
い
便
り
が
聞
か

れ
ま
す
。
国
の
花
で
も
あ
る
桜
で
、

日
本
中
が
春
一
色
に
染
ま
り
ま

す
。
就
職
、
進
学
な
ど
で
若
人
も

人
生
の
転
機
に
な
る
時
期
で
も
あ

り
ま
す
。
ど
の
地
域
も
桜
の
名
所

が
あ
り
、
見
物
に
出
か
け
る
人
も

多
い
と
思
い
ま
す
。
冬
か
ら
目
覚

め
て
躍
動
す
る
春
は
、
皆
癒
し
の

日
々
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。
桜

の
苗
木
は
外
国
に
も
送
ら
れ
て
国

交
正
常
化
に
も
一
役
も
二
役
も
買

わ
れ
て
い
る
の
は
大
変
い
い
話
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

 「
桜
の
季
節
」

小
椋
蓉
子
さ
ん（
下
湯
原
）

夕方の川と桜



▼

 ばばあおい

★対象★
発行月に１歳の誕生日を迎えられ
る市内在住のお子さん。
★応募期限★

誕生月の前の月の１０日まで
★掲載内容★
陰お子さんの写真隠氏名（ふりが
な）韻性別吋生年月日右住所宇
応募者のお名前と続柄
★応募および問い合わせ先★
総合政策部秘書広報課
〒７１９-３２９２真庭市久世２９２７-２
ＴＥＬ７-４２-１１６３（ＦＡＸ１３５３）
Ｅ-ｍａｉｌ：ｈｉｓｈｏ@ｃｉｔｙ．ｍａｎｉｗａ．ｌｇ．ｊｐ
※◯   応  ＝応募者

１歳のお祝いに
広報真庭に写真を

初めて迎える誕生日の記

念に、お子さんの写真を

広報真庭に掲載しません

か。お送りいただければ

もれなく掲載します。持

参、郵送、メールいずれ

でも結構です。

 ２１Maniwa

【施設】
・足湯・芝広場・土広場・トイレ・ＲＶパーク
【足湯の利用時間】
・夏季（４月〜１０月）　７：００〜２１：００
・冬季（１１月〜３月）　９：００〜１８：００
【ＲＶパーク】
・利用可能台数　　３台
・利用料金　　　　１泊　１，０００円/１台
・電源使用料　　　１００円/１時間
・チェックイン　　１３：００〜１６：００
・チェックアウト　翌１１：００
・予約受付時間　　９：００〜１７：００　※当日受付は１２：００まで
※ＲＶパークとは、キャンピングカーで旅をする人が快適に過ごせるように施
設を整えたキャンピングカー専用の滞在施設です。

 湯 っ 足 り広場オープン！
ゆ た

湯原温泉街の玄関口に足湯やＲＶパークなどを備えた新たなスポットが誕生しました。

施設の使用方法など、詳しくはお問い合わせください。

 　湯原振興局地域振興課　℡７-６２-２０１１（ Ｆ Ａ Ｘ２０９７）

 太  田 　 陸  くん
おお た りく

Ｈ２７．４．１４ 生まれ（多田）
◯ 応 陽介・由加理さん（両親）

 清  水   玲  翔  くん
し みず れな と

Ｈ２７．４．１１ 生まれ（惣）
◯ 応 大輔・美希さん（両親）

 窓 
たか

 瀬  日  菜  乃  ちゃん
せ ひ な の

Ｈ２７．４．４ 生まれ（古見）
◯ 応 貴広、実咲さん（両親）

 土  生   航  平  くん
は ぶ こう へい

Ｈ２７．４．３ 生まれ（宮地）
◯ 応 哲久・浩美さん（祖父母）

 杉 　 春  江  ちゃん
すぎ はる え

Ｈ２７．４．２８ 生まれ（月田）
◯ 応 真海・瑞樹・一樹さん（姉・兄）

 村  上   晏  路  くん
むら かみ あん じ

Ｈ２７．４．２６ 生まれ（蒜山下長田）
◯ 応 博春・久未子さん（両親）

 船  橋   優  羽  ちゃん
ふな ばし ゆう は

Ｈ２７．４．２１ 生まれ（鍋屋）
◯ 応 信晴・真弓さん（両親）

新設された足湯小屋
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まにわ本クラブ員が紹介まにわ本クラブ員が紹介

この本読んでみて!!

社
地
区
の
魅
力
を
伝
え
た
い

牧
田
洋
子
さ
ん（
社
）

　

社
地
区
の
活
性
化
を
目
指
す
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
ま
し

た
。「
式
内
八
社
」
と
呼
ば
れ
る
古

い
神
社
が
あ
る
社
地
区
は
歴
史
が

と
て
も
深
く
、
私
自
身
初
め
て
知

る
こ
と
も
あ
っ
て
、
た
く
さ
ん
の

魅
力
を
発
見
で
き
ま
し
た
。
ま
た

私
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
も

挑
戦
し
ま
す
。
大
勢
の
人
に
訪
れ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
勉

強
を
頑
張
っ
て
、
社
の
魅
力
を
伝

え
て
い
き
た
い
で
す
。

演
奏
と
絵
本
を
楽
し
み
ま
し
た

宮
田
慶
子
さ
ん
、愛
実
さ
ん
、

将
吾
く
ん
、成
実
さ
ん（
岩
井
谷
）

　

た
の
し
い
え
ほ
ん
コ
ン
サ
ー
ト

に
親
子
で
参
加
し
ま
し
た
。
ふ
だ

ん
家
で
も
親
子
で
絵
本
に
親
し
ん

で
い
ま
す
が
、
今
回
の
よ
う
な
演

奏
と
絵
本
を
同
時
に
楽
し
め
る
イ

ベ
ン
ト
に
は
初
め
て
の
参
加
で
し

た
。
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
や
手
遊
び
歌

で
楽
し
ん
だ
り
、
絵
本
の
朗
読
と

演
奏
に
聞
き
入
っ
た
り
と
、
と
て

も
良
か
っ
た
で
す
。
ま
た
読
み
手

も
楽
し
ん
で
読
む
こ
と
で
、
絵
本

の
楽
し
み
方
が
変
わ
る
と
い
う
こ

と
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

生
き
が
い
の
ゴ
ル
フ
に
夢
中

鳥
居
日
租
さ
ん（
福
田
）

　

ゴ
ル
フ
は　

年
ほ
ど
や
っ
て
い

１５

ま
す
。
新
聞
に
順
位
表
が
何
度
か

載
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
も
嬉

し
い
の
で
す
が
、
思
い
通
り
に
真

っ
直
ぐ
に
ボ
ー
ル
が
飛
ん
だ
時
の

爽
快
さ
に
病
み
つ
き
に
な
っ
て
い

て
、
良
い
シ
ョ
ッ
ト
の
快
感
が
生

き
が
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。
英
賀

公
園
は
、
バ
ン
カ
ー
や
高
低
差
な

ど
変
化
に
富
ん
だ
コ
ー
ス
で
、
な

に
よ
り
グ
リ
ー
ン
が
き
れ
い
で

す
。
い
つ
も
き
れ
い
に
整
備
さ
れ

て
い
る
の
で
、
夢
中
で
プ
レ
ー
で

き
ま
す
。
今
は
月
に
４
回
ほ
ど
ゴ

ル
フ
を
や
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
も
健
康
の
た
め
に
好
き
な
ゴ

ル
フ
を
続
け
た
い
で
す
。

脳死、臓器移植という重

い課題を含んだ社会的

小説です。が、そこは東

野圭吾作品らしく、くわ

しい専門知識と、狂気と

もいえる母の愛、家族愛

をからませての意外な

結末。そしてほっとする

エピローグが待ってい

ます。

人魚の眠る家 （幻冬舎）
著者／東野圭吾

▼

 PN ミッケ ！

▼

 もりたひろと

▼

 PN ポチ

   生涯学習課　真庭市久世２９２７-２
℡ ７-４２-１０９４（ FAX １４１６）
まにわ本クラブではクラブ員を募集
しています。本が好きな人ならどな
たでも大丈夫。読書の楽しさを一緒
に広めてみませんか？

まにわ本クラブ員が、おすすめの本を
紹介します。読みたい本は、最寄りの
図書館・図書室に送ってもらうことも
できます。

今月の紹介者　

まにわ本クラブ員
植田悦子さん（田口）

読書は楽しくて、
ためになりますよ！

葛

このひなびた地方の、

 ３００年くらい前におきた
「山中一揆」が、これほど

綿密に、かつ感動的娯

楽時代劇にいきいきと

描かれているとは。本書

の中の地名は皆さんの

なじみ深い名前ばかり。

人生の哀しみと、愛と、

誇りの長編時代小説を

是非ご一読あれ。

美作の風
著者／今井絵美子



 ２３Maniwa

散
走
コ
ー
ス
を
試
走（
３
月　

日
）

２０

　

観
光
回
廊
真
庭
誘
客
協
議
会
が
主
催
し
、
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
デ
ス
テ

ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
で
開
催
す
る
「
真
庭
で
散
走
サ
イ
ク

リ
ン
グ
（
桜
×
ス
イ
ー
ツ
散
走
）
」
の
試
走
が
、
真
庭
自
転
車
の
楽
し
み
方

プ
ラ
ン
会
議
に
併
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。メ
ン
バ
ー
は
、
参
加
者
に
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
に
入
念
に
コ
ー
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
し
た
。。

食
べ
き
れ
ぬ
ほ
ど
皿
に
盛
る
バ
イ
キ
ン
グ　
　

西
本
艶
子　
　

岩
井
谷

あ
れ
や
こ
れ
も
っ
た
い
な
い
と
食
べ
肥
満　
　

中
山
春
子　
　

本
庄

食
通
の
う
ん
ち
く
長
し
料
理
冷
め　
　
　
　
　

小
谷
義
孝　
　

月
田

食
事
ど
き
テ
レ
ビ
に
難
民
箸
止
ま
る　
　
　
　

青
山
萌
黄　
　

上

よ
く
食
べ
て
よ
く
寝
て
曽
孫
す
く
す
く
と　
　

田
中
久
榮　
　

久
世

衣
食
住
何
か
足
り
な
い
今
の
世
に　
　
　
　
　

木
目
木
六　
　

上
河
内

催
事
に
は
郷
土
料
理
の
五
つ
星　
　
　
　
　
　

半
田　

充　
　

久
世

夕
食
の
団
欒
今
日
も
無
事
に
終
え　
　
　
　
　

仲
田
孝
江　
　

組

や
せ
た
い
と
い
い
つ
つ
食
べ
る
お
母
さ
ん　
　

松
尾
千
恵
子　

月
田

飽
食
の
時
代
を
暮
ら
し
た
だ
感
謝　
　
　
　
　

本
森
定
江　
　

種

食
卓
に
母
の
手
料
理
舌
つ
づ
み　
　
　
　
　
　

庄
司
美
佐
恵　

久
世

知
恵
袋
開
い
て
作
る
今
日
の
食　
　
　
　
　
　

菊
池
千
江
子　

本
郷

三
世
代
夕
餉
の
食
に
声
弾
む　
　
　
　
　
　
　

大
森
喜
久
恵　

西
原

夕
食
は
わ
た
し
が
作
る
母
子
家
庭　
　
　
　
　

牧　

俊
隆　
　

西
原

思
う
事
な
く
寝
て
は
食
べ
て
は
老
い
一
日　
　

若
田
万
寿
子　

落
合
垂
水

食
卓
に
何
か
が
欠
け
て
母
の
留
守　
　
　
　
　

行
本
愼
五　
　

久
世

定
食
に
一
品
添
え
る
誕
生
日　
　
　
　
　
　
　

横
山
と
も
子　

久
世

選：湯原川柳会　狩谷博子さん

６月号の兼題は「名刺」

〈
軸
吟
〉
少
女
期
の
団
子
汁
芋
づ
る
星
三
つ　
　

博
子

今
月
の1 枚

真庭市栄養改善協議会の提供です

今月のレシピ
提供は

小槇博子さん
（勝山支部）

 材料 （４人分）

 作り方

＜１人分栄養価＞
　エネルギー５９ ｋｃａｌ    たんぱく質 ２ ． ０ｇ  
　脂質 ４． ０ｇ　炭水化物 ４． ５ 取　
　カルシウム ３７ｍｇ　食塩 ０．６ｇ

①ねぎは洗って茹でる。ザルにあげて
冷まし、軽く水気をしぼって４ ㎝
程度に切る。
②◯ Ａの材料をボウルに入れて混ぜ合
わせ、①の材料にもみのりを加え
て和える。
③ミニトマトは半分に切って飾る。

・青ねぎ　１６０ｇ　・もみのり　１ｇ
　　・しらす干し　１２ｇ
　　・マヨネーズ　大さじ１
　　・ごま　小さじ１/２
　　・しょうゆ　大さじ１/２
　　・酢　大さじ１
・ミニトマト　４個

兼
献

献
牽
献

献
験

 
◯ A

さまざまな調味料を混ぜることで、マ
ヨネーズの使用量を抑えることができ
ます。

さわやかネギサラダ

川 柳   「食」

▼

 PN ハナ王子



Maniwa ２４

アルペン競技

（ジャイアントスラローム、スラローム）

滑緒形沙耶（湯原温泉）

　女子クロスカントリー

　　　（フリー・クラシカル）

　　　　　　　小谷貴子（湯原温泉）葛 

■第６回日本バッハコンクール　２/１３　東京都
　■同大会岡山大会　１２/６　倉敷市　

　写真左から：森本千春（落合垂水）、高橋はるひ（落合垂水）、

妹尾紗花（上市瀬）

■第７１回国民体育大会冬季大会　２/２０〜２/２３　岩手県
　■同大会岡山県選手選考会　１/１７　鳥取県他
　写真左から：クロスカントリー成年男子Ａ　林　雅人（蒜

山下長田）、コンバインド・スペシャルジャンプ成年男子Ｂ　

道祖宏昭（蒜山東茅部）

　杉村柊哉（蒜山下徳山）、立田康樹（蒜山上福田）、本守冬也

（蒜山下徳山）、進賀涼平（蒜山上長田）、立田詩乃（蒜山上

福田）、本守彩音（蒜山下徳山）、小谷貴子（湯原温泉）

　アルペン競技　高見風満（蒜山上長田）、實原勇斗（蒜山下

和）、緒形沙耶（湯原温泉）

■２０１６全日本綱引き選手権大会　３/６　東京都
　■同大会岡山大会　１１/２９　真庭市　優勝
　月田金太郎クラブ

 上を目指して（中国大会や県大会など）

■平成２７年度 岡山県美作県民局功労者表彰（青少年健全育
成）　２/９　津山市
　個人の部　　矢萩政明（下呰部）、池田和巳（下方）

　　　　　　　仲前百合雄（野川）、兵江智幸（月田）

　　　　　　　志賀里支（蒜山下見）

■岡山県わかば賞

　真庭市立木山小学校　６年生
　真庭市立天津小学校　４年生
　真庭市立美川小学校　６年生
　真庭市立川東小学校　子ども会

■消防庁長官表彰

　永年勤続功労章

　柿本　剛（北房）、矢萩政明（北房）、武村一夫（落合）

　落合淳一（勝山）、横山建樹（美甘）、美甘伸一（湯原）

　谷　弘友（蒜山）、池田卓司（蒜山）、野尻英晶（蒜山）

　森木　茂（消防本部）

■日本消防協会長表彰

　功績章

　安田祐二（美甘）、森木　茂（消防本部）

　精績章

　木村尚司（美甘）、美甘伸一（湯原）、丸尾英治（湯原）

　石田秀章（蒜山）、谷　弘友（蒜山）、半田　伝（消防本部）

　勤続章

　沼田泰郎（北房）、上山　修（北房）、中島克佳（落合） 

　清友春光（落合）、松岡　巧（落合）、桐山典也（落合） 

　二宗　朗（久世）、金田　將（久世）、西田富士夫（勝山）

　山下一二美（勝山）、槙野　広（勝山）、池田博明（勝山） 

　島田政幸（美甘）、横山建樹（美甘）、小林弘二（美甘） 

　宮本和明（美甘）、内田守美（美甘）、横山真吾（美甘） 

　金盛　治（湯原）、谷　弘友（蒜山）、多久間　治（蒜山）

　志賀祥郎（蒜山）、長尾　剛（蒜山）、樋口康成（蒜山） 

　長綱利文（蒜山）、小谷晴計（蒜山）

■岡山県知事表彰

　永年勤続功労章

　曽利玄義（落合）、山根三治（久世）、木村尚司（美甘） 

　伴野　充（湯原）、半田　伝（消防本部）

　優良消防団員章 

　窓野隆一（北房）、宮田安一（落合）、横山　晋（久世） 

　影山誠一（勝山）、寺田幸平（美甘）、美甘伸一（湯原） 

　山中一春（蒜山） 

■岡山県消防協会長表彰

　功労章

　堀　好彦（落合）、田中邦彦（久世）、牧　和雄（勝山） 

　山口知昭（美甘）、大塚京司（美甘）、太田恒寛（美甘） 

　池田卓司（蒜山）、野尻英晶（蒜山）、植木伸一（蒜山） 

　池田直正（消防本部）

懸垂幕作成の基準を変更します
　平成２８年度から全国大会出場者懸垂幕作成基準を変更します。全国大会出場を
祝って一定基準以上の大会に出場する人の懸垂幕を作成していましたが、真庭い

きいきテレビ内での紹介に変更します。なお、懸垂幕の作成は大会入賞者のみと

しますので、ご理解ご協力をお願いいたします。

   スポーツ・文化振興課   ℡７-４２-１１７８（ＦＡＸ１４１６）



 ２５Maniwa

叙勲を受けられた方をご紹介します。叙

■第６８回全日本バレーボール高等学校選手権大会
　１/５〜１０　東京都
　■同大会予選　１１/７〜８　
　和気町他　優勝

　　　　　　 就実高校-近藤唯奈（久世）葛

■第５３回全国中学校スキー大会　 ２/２〜６　北海道　
　■岡山県選考で出場

　写真左から：アルペン種目

　（ジャイアントスラローム・スラローム）

　永田春樹（樫東）、行田駿汰（蒜山下福田）、中村　颯（蒜山

上徳山）

写真左上から：ノルディック競技

（クロスカントリー、クラシカルフリー、

リレー）

石田貴郁（蒜山上長田）、入澤魁星（蒜山下

長田）、湯栗康平（蒜山湯船）、杉村亮祐　

（蒜山下徳山）、湯栗健太（蒜山湯船）、筒井慈虎（蒜山上徳　

山）、銅山佳哉（蒜山上徳山）

昭和２６年に美和村役場に奉
職して以来、同５５年まで久
世町職員として勤務されま

した。その後、収入役、助

役として、町制の円滑な運

営を補佐し、教育・文化・

福祉の向上、産業の発展に

貢献されました。

元久世町助役

柴田正志さん（樫東）瑞宝双光章
高齢者叙勲

写真左上から：アルペン種目

（クロスカントリー、クラシカル・フリー）

立田詩乃（蒜山上福田）、本守彩音（蒜山下

徳山）、真田夏海（蒜山西茅部）、原田実和

（蒜山上福田）

　アルペン種目（ジャイアントスラローム、スラローム）

　　　　　　　　　　　山田夏未（下方）葛

■第６５回全国高等学校スキー大会　２/４〜８ 青森県
　■岡山県選考で出場

　写真左上から：アルペン競技

　高見風満（蒜山上長田）、實原勇斗（蒜山下和）

　男子クロスカントリー（フリー・クラシカル・リレー）

　杉村柊哉（蒜山下徳山）、進賀涼平（蒜山上長田）、本守冬也

（蒜山下徳山）、立田康樹（蒜山上福田）

昭和３８年の初当選以来、３
期１２年にわたり落合町議会
議員を務められ、副議長な

どを歴任されました。地域

住民と行政とをつなぐパイ

プ役として日々走り回り、

地方自治の発展に尽力され

ました。

元落合町議

佐藤康浩さん（落合垂水）旭日単光章
高齢者叙勲



　

早
春
の
勝
山
を
彩
る
「
勝
山
の
お
雛
ま
つ
り
」
が

３
月
２
日
か
ら
６
日
ま
で
、
勝
山
町
並
み
保
存
地
区

一
帯
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
で　

回
目
。
約
１
６

１８

０
軒
の
民
家
や
商
店
の
軒
先
や
玄
関
に
、
代
々
大
切

に
受
け
継
が
れ
て
き
た
雛
人
形
や
、
住
民
た
ち
が
手

作
り
し
た
雛
飾
り
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
江
戸
時
代

の
面
影
を
伝
え
る
町
並
み
は
華
や
か
な
雰
囲
気
に
包

ま
れ
、
県
内
外
か
ら
訪
れ
た
人
た
ち
は
地
域
の
人
の

温
か
い
お
も
て
な
し
に
触
れ
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
散

策
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

勝山の春の風物勝山の春の風物詩詩
　勝山のお雛まつ勝山のお雛まつりり

昼間とは違う顔の前夜祭

子
ど
も
も
大
人
も
熱
中
！

真
庭
市
親
睦
ま
に
わ
合
戦

敵陣の旗を狙って熱戦を繰り広げる参加者たち

　

真
庭
市
親
睦
ま
に
わ
合
戦
が
２
月　

日
２８

に
白
梅
総
合
体
育
館
で
開
か
れ
、
約
２
５

０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
に
わ
合
戦
は

雪
合
戦
に
ヒ
ン
ト
を
得
た
真
庭
市
発
祥
の

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
。
参
加
者
た
ち
は
相
手

チ
ー
ム
の
球
に
当
た
ら
な
い
よ
う
壁
に
隠

れ
な
が
ら
前
進
し
、
敵
陣
の
旗
を
狙
い
ま

し
た
。
試
合
に
勝
つ
に
は
作
戦
や
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
良
さ
も
必
要
。
ス
ピ
ー
ド
感
あ

る
攻
防
戦
に
子
ど
も
も
大
人
も
熱
中
し
て

い
ま
し
た
。
真
庭
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

が
毎
年
開
い
て
お
り
、
今
回
で
５
回
目
。

地
域
に
愛
さ
れ
る
公
園
に

英
賀
公
園
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　

３
月　

日
、
北
房
英
賀
公
園
ミ
ニ
ゴ
ル

１２

フ
場
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
開

か
れ
、
市
内
か
ら　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

２１

参
加
者
は
、
距
離
が
短
く
正
確
な
シ
ョ
ッ

ト
が
要
求
さ
れ
る
ミ
ニ
ゴ
ル
フ
場
な
ら
で

は
の
醍
醐
味
を
満
喫
し
な
が
ら
、
青
空
の

下
で
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。
こ
の
コ

ン
ペ
は
、
公
園
内
の
緑
化
の
た
め
に
、
参

加
費
の
一
部
が
松
な
ど
の
苗
木
の
購
入
費

に
充
て
ら
れ
、
３
月　

日
に
は
上
水
田
幼

１５

稚
園
の
園
児
た
ち
が
丁
寧
に
植
樹
を
し
ま

し
た
。

青空の下ゴルフを楽しむ参加者

飾られた雛人形の説明を受ける観光客

お雛さまになってハイチーズ 多くの雛人形が飾られた商店

Maniwa ２６



まちの話題

このコーナーは、皆さんや振興局から寄せられた情報で作成していきます

　

２
月
に
山
口
市
の
山
口
き
ら
ら
博
記
念

公
園
水
泳
プ
ー
ル
で
開
か
れ
た
競
泳
の
日

本
水
連
公
認
大
会
「
き
ら
ら
カ
ッ
プ
」
で
、

女
子
２
０
０
俊
自
由
形
で
日
本
学
童
新
記

録
を
樹
立
し
た
谷
口
葉
奈
さ
ん
（
落
合
垂

水
）
が
３
月　

日
、
市
長
へ
報
告
に
来
庁

１６

さ
れ
ま
し
た
。
谷
口
さ
ん
は
従
来
の
記
録

を
０
秒　

更
新
す
る
２
分
５
秒　

の
日
本

３６

７８

学
童
新
記
録
を
樹
立
。
大
会
新
、
中
国
学

童
新
の　

秒　

で
泳
い
だ　

俊
自
由
形
と

２６

９６

５０

合
わ
せ　

、　

歳
の
部
で
２
冠
に
輝
き
ま

１１

１２

し
た
。

市長へ大会の報告をする谷口さん

大
記
録
の
樹
立
を
報
告

谷
口
葉
奈
さ
ん
日
本
学
童
新
記
録
報
告

　

創
立　

周
年
を
迎
え
た
中
国
四
国
酪
農

５０

大
学
校
で
３
月　

日
、
卒
業
証
書
授
与
式

１７

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
山
田
義
和
校
長
か
ら

卒
業
生　

人
に
卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ
た

２１

あ
と
、
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
山
田
校
長
が

「
毎
日
目
標
を
立
て
達
成
す
る
喜
び
を
か

み
し
め
、
自
分
を
信
じ
て
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
卒
業
生
を
激
励
し
ま
し
た
。
希

望
を
胸
に
そ
れ
ぞ
れ
の
道
へ
と
旅
立
つ
若

者
た
ち
は
、
在
学
中
に
身
に
つ
け
た
知
識

と
経
験
を
生
か
し
、
酪
農
を
は
じ
め
と
す

る
畜
産
業
を
切
り
開
い
て
い
き
ま
す
。

酪
農
へ
の
希
望
を
胸
に

酪
農
大
学
卒
業
式

卒業証書を手に笑顔で退席する卒業生

 ２７ Maniwa

昔の話をしながら毎日元気に

高山一枝さん（久世）が２月
１９日に百歳を迎えられ、入
所しているケアハウスライ

ラック久世でお祝いが行わ

れました。長寿の秘訣は話

をすることという高山さ

ん。ご家族の訪問を楽しみ

に過ごされています。

２/１９

湯郷Ｂｅｌｌｅの選手と楽しくプレー
勝山運動公園で、湯郷Ｂｅｌｌｅ

の選手が招かれ、勝山地区

３園年長児サッカー交流会
が開かれました。勝山こど

も園、月田保育園、富原保

育園の園児たちは、選手に

教わりながら楽しくボール

を追いかけていました。

２/２６

手作りこんにゃくっておいしい！

旧勝山藩主邸宅・三浦邸で、

こんにゃく作り体験が行わ

れました。地元の女性グル

ープ、椎の木おもてなし会

と地域おこし協力隊が企

画。参加者は手作りこんに

ゃくのおいしさに驚いたり

喜んだりしていました。

２/２７

２本のポールでウォーキング
全身を動かして歩くノルデ

ィックウォーキングの講習

会が北房Ｂ＆Ｇ海洋センタ

ーで開かれました。参加者

約４０人が２本のポールを使
って歩く方法を教わり、そ

れぞれのペースでウォーキ

ングを楽しみました。

３/５

日本再生へ必要なこととは

真庭商工会・真庭法人会合

同公開講演会が勝山文化セ

ンターで開かれました。テ

レビなどで活躍している金

美齢さんが「日本再生への

提言」と題して講演。参加

者は、笑いも交えた話に聞

き入っていました。

３/１９



　高さ74ｍ長さ194ｍの大きさ
の湯原ダムの壁面を、キャンペー
ン期間中毎日ライトアップ。ま
た、毎月１回 626個のキャンド
ルを灯すキャンドルファンタジー
を行います。ぜひ幻想的な雰
囲気をお楽しみください。

　  湯原観光情報センター
　  ℡ 0867-62-2526

キャンドルファンタジー
4/16㈯、5/14㈯、6/25㈯
18：00～22：00

湯原ダムライトアップ
4/1㈮～6/30㈭  19：00～22：00

砂湯で湯上りテラス
キャンドルファンタジーと同時開催。
音楽などのライブと地酒を楽しめます。

晴れの国おかやまデスティネーションキャンペーン開催

Destination（目的地）とcampaign（宣伝）の造語で、JRグループ（6社）と地方
自治体、観光事業者などがタイアップして行う大型観光キャンペーンです。 期
間中、岡山県ではさまざまなメニューをご用意して、全国からお越しの皆さん
をお迎えします。真庭市では、散走サイクリングをはじめ、湯原ダムライトアッ
プなど魅力的なイベントを開催します。詳しくは、お問い合わせください。

4月1日㈮～6月30日㈭開催期間

問い合わせ・申し込み先
観光回廊真庭誘客協議会（一社真庭観光連盟内）
TEL0867-45-7111  FAX0867-45-7112

■開催日　■開催日 55//2222㈰㈰、、55//2299㈰㈰
■料　金　2,000円（税込）
■最少催行人数 5人（定員15人）

チーズ×ワイナリー散走in蒜山

発酵蔵散走 in勝山・久世発酵蔵散走 in勝山・久世

蒜山高原でチーズ作りをしている工房や
カフェを訪ねたり、山葡萄のワインを作っ
ているワイナリーを巡ったりします。

■開催日　5/1㈰、6/5㈰㈰
■料　金　2,000円（税込込）
■最少催行人数 5人（定員員15人）

勝山と久世の町並みを自転車でゆっ
くり走りながら、味噌醤油蔵、酒酒蔵に
も立ち寄り、特別に蔵の中も見見学で
きます。
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河野酢味噌製造工場御前酒蔵元辻本店御前酒蔵元辻本店
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編集後記

　息子に、勝山のお雛まつりに写

真を撮りに行こうと誘ったとこ

ろ、「５歳になったら行く」と、意
味不明な断られ方をしました。そ

の時息子は、４歳１１カ月。すっき
りしない気持ちで、一人寂しく撮

影に向かいました。来年も誘った

ら、「６歳になったら行く」と言わ
れるのでしょうか…。 横山

　

　朝家を出て、車で職場に行って

仕事が終わって家に帰る。「今日は

土を踏んでいないな」と気付く日

が結構あります。そんな日は何か

味気ない１日のような気が…。１
日に１回は土を踏んだり、草木に
触れたりする感覚がほしいもんで

すね。そうだ、桜を撮りに行こう。

春がやってきました。 江崎


